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ピース

通巻143号／1998.8.20 定価100円

自衛隊の海外派兵を食い止め、大幅軍縮を！

米宣某地を撒去しよう！

反核運動を継続し、核廃絶を！

恵法9条を世界に！

市民による平和政嬢を提起しよう！

草の根の国際共同作業を進めよう！

8.11ヨコスカ（写真 山中悦子）

空母キティホークのヨコスカ母港に抗議！
アフガン・スーダン爆撃に横須賀母港艦が参加？
「周辺事態Jを先取りしたリムパック98
マスコミと平和報道を考える

沖縄から●焦点化する基地考染問題

自治体と周辺事態去案●神奈川

再び米紙に
海兵隊はいらない
意見広告を！

●維持会員（月額）

個人 l口1000円
団体 l口2000円

●参加会員（月額）

個人 1口 500円
●通信会員（年額）

3000円

脱軍備ネットワーク

団体 1口1000円

I 
（会費は本紙贖読料を含みます）



くフリゲート艦サッチ＞

横須賀母港艦が

攻撃作戦に

参加か？
以下は、米海軍のホームページに掲載された現在
中東に展開している艦船一覧である。。21日現在な
ので、ほぽこの艦船が参戦していると見ていいでだ
ろ元横須賀母港の艦船は、誘導ミサイルフリゲート

艦THACH(FFG43)。これはトマホーク搭載艦ではな
いので直接空爆に手を下したわけではないが、やは

り横須賀基地は「世界をにらんで」いるのだ。

United States Naval 
Forces in 5th Fleet 
T油 A呻ianGulf
Updated: 21 August 1998 

の
爆
撃
を
糾
弾
す
る

本
日
午
前
二
時
半
（
日
本
時
間
）
貴
国
軍
隊
は
、

ス
ー
ダ
ン
の
「
化
学
兵
器
工
場
」
と
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
「
テ
ロ
リ
ス
ト
基
地
」
を
爆
撃
し
た
。
他
国

の
領
土
を
警
告
な
く
急
襲
す
る
と
い
う
そ
の
攻

撃
の
性
質
、
貴
殿
自
身
の
攻
撃
後
の
声
明
、
国
際

法
上
の
根
拠
の
欠
如
、
以
上
の
こ
と
か
ら
私
た
ち

は
今
回
の
軍
事
行
動
を
、
貴
国
の
「
国
家
テ
ロ
」
と

断
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
。
国
際
社
会
に
公
然
と
テ
ロ

リ
ズ
ム
の
論
理
を
実
践
す
る
貴
国
の
行
為
は
決

し
て
容
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

貴
国
は
今
回
の
軍
事
行
動
の
詳
細
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
拒
ん
で
い
る
が
、
日
本
の
横
須
賀

に
司
令
部
を
置
く
第
7
艦
隊
の
艦
船
を
プ
ラ
ッ

見
ら
れ
る
ご
と
く
、
貴
国
は
国
際
社
会
の
矛
盾
を

自
ら
の
圧
倒
的
な
軍
事
力
を
行
使
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
そ
し
て
そ
れ

に
わ
が
国
を
協
力
さ
せ
る
た
め
に
「
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
改
定
し
て
、
貴
国
の
蛮
行
に
自
衛
隊
の
み

な
ら
ず
、
日
本
の
市
民
や
自
治
体
ま
で
も
を
巻
き

込
も
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
「
剣
を
取
る
も
の

は
剣
に
よ
っ
て
亡
ぶ
」
。
こ
の
行
為
は
、
世
界
で
の

貴
国
に
対
す
る
憎
し
み
と
暴
力
を
拡
大
し
、
貴
国

自
身
の
安
全
保
障
を
も
脅
か
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
今
こ
そ
か
つ
て
貴
国
が
日
本
に
与
え
た
日
本

国
憲
法
の
精
神
、
「
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公

正
と
信
義
に
信
頼
し
て
、
わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存

を
保
持
し
よ
う
」
と
い
う
精
神
に
立
ち
返
っ
て
市

タ
ン
ヘ

ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
殿

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領

f.Jrcraft Carrier（空母）
USS ABRAHAM LINCOLN (CVN 72) 
Everett, WA; Crew: 5,500 

Cruisers（巡洋艦） ＊トマホーク搭載艦

USS Cowpens (CG 63 Homeport: San Diego, CA * 
USS Shiloh (CG 67) Homeport: San Diego, CA * 
USS Valley Forge (CG 50) Homeport: San Diego, CA 

Destroyers（駆逐艦）
USS BRISCOE (DD 977) Homeport: Norfolk, VA * 
USS口旦OT(DD 967) Homeport: San Diego, CA * 
USS HA YLER (DD 977) Homeport: Notfolk, VA * 

.USSM皿 s(DDG69) Homeport: San Diego, CA * 

Guided Missile Frigates（誘導ミサイルフリゲート艦）
USS CARR(FFG 52) Homeport: Norfolk, VA 
USSJARRETI(FFG 33) Homeport: San Diego, CA 
USSTHACH(FFG43)Forward-deployedtoYokosuka, 
担

Attack Submarines（攻撃型潜水艦）
USS COLUMBIA (SSN 771) Homeport: Pearl Harbor* 

Multi-purpose Amphibious Assault Ships（多目的水陸

両用強襲艦）

USS ESSEX(LHD2) Homeport: San Diego, CA 

知 hibiousTransport Dock Ships（水陸両用輸送艦）
USS DULUTH(LHD 6) Homeport: San Diego, CA 

Dock Landing Ships(ドック型揚陸艦）
USS ANCHORAGE(LSD 36) Homeport: San Diego, CA 

Naval Forces in 5th Fleet : 
15 Ships 103 Strike Aircraft 
and Marines 

Homeport: 

approx 12,300 Sailors 

一
九
九
八
年
八
月
二
二
日

脱
軍
備
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス

民
の
安
全
保
障
を
根
本
的
に
考
え
直
す
べ
き
時

で
あ
る
。

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
ト
マ
ホ
ー
ク
が
使
わ
れ
た

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
日
本
政
府
に
さ
え
も

一
切
相
談
な
く
こ
の
よ
う
な
軍
事
行
動
が
行
わ

れ
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
日
米
安
全
保

障
条
約
に
さ
え
惇
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
今

回
の
軍
事
行
動
の
不
当
性
を
裏
付
け
る
も
の
で

あ
る
。貴
国
の
今
回
の
「
テ
ロ
」
行
動
は
、
新
た
な
報
復

テ
ロ
を
産
む
。
多
く
の
米
軍
基
地
を
抱
え
る
わ
が

国
は
当
然
そ
の
標
的
と
な
ら
ざ
ら
る
を
得
な
い
。

す
な
わ
ち
貴
国
の
軍
事
行
動
は
、
必
然
的
に
我
々

日
本
の
市
民
の
命
を
も
危
う
く
さ
せ
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。

我
々
は
、
世
界
の
平
和
を
希
求
し
暴
力
を
否
定

す
る
日
本
の
市
民
と
し
て
、
貴
殿
が
以
下
の
こ
と

を
早
急
に
実
行
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
。

一
、
今
回
の
軍
事
行
動
に
つ
い
て
、
ス
ー
ダ
ン
と

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
謝
罪
す
る
こ
と
。
犠
牲
者
に

適
切
な
賠
償
を
行
う
こ
と

一
、
現
在
次
の
攻
撃
に
備
え
て
ア
ラ
ビ
ア
海
と
紅

海
に
待
機
し
て
い
る
米
艦
船
を
退
去
さ
せ
る
こ

と
一
、
今
回
の
攻
撃
に
参
加
し
た
米
第
7
艦
隊
の

艦
船
名
と
軍
事
行
動
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
米
軍
の
ス
ー
ダ
ン
と
ア
フ
ガ
．＇會

、・

貴
殿
は
、
今
回
の
攻
撃
の
対
象
が
ケ
ニ
ア
と
タ

ン
ザ
ニ
ア
で
の
米
大
使
館
爆
破
を
行
っ
た
グ

ル
ー
プ
の
施
設
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
貴
殿
は
一
切
そ
の
証
拠
を
国
際
社
会

に
示
す
こ
と
を
拒
否
し
続
け
て
い
る
。
一
方
で
、

国
際
社
会
は
今
回
の
貴
殿
の
行
動
が
、
自
ら
の
醜

聞
か
ら
目
を
逸
ら
さ
せ
、
国
内
で
の
威
信
を
恢
復

す
る
た
め
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
全
く
個
人

的
な
理
由
で
、
無
惑
の
人
々
を
も
殺
傷
す
る
軍
事

行
動
を
公
然
と
行
う
貴
殿
の
奢
り
と
危
険
性
を
、

我
々
は
糾
弾
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

今
年
の
貴
国
の
挫
折
し
た
イ
ラ
ク
に
対
す
る

軍
事
行
動
や
、
今
回
の
大
規
模
な
「
テ
ロ
」
行
為
に

こ
と
一
、
今
後
事
前
協
議
な
し
に
、
第
7
艦
隊
の

艦
船
や
在
日
米
軍
が
同
種
の
軍
事
行
動
を
行
わ

な
い
こ
と
を
確
約
す
る
こ
と

一
、
今
回
の
軍
事
行
動
が
、
日
本
人
の
安
全
を
脅

か
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
謝
罪
し
、
適
切

な
処
置
、
例
え
ば
在
日
米
軍
の
縮
小
な
ど
に
至
急

着
手
す
る
こ
と
一
、
「
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
撤
回

す
る
こ
と

ス

3
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米
空
母
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
が
退
役
し
た

横
須
賀
に
、
空
母
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
が
配
備
さ
れ

こ。t
 十一
日
早
朝
か
ら
、
横
須
賀
臨
海
公
園
に
は
、

横
須
賀
平
和
船
団
の
人
た
ち
を
中
心
に
、
抗
議
す

る
市
民
が
集
ま
っ
た
。
横
浜
や
東
京
か
ら
の
参
加

者
だ
け
で
な
く
、
呉
の
ピ
ー
ス
リ
ン
ク
な
ど
、
夜

の
高
速
を
と
ば
し
て
参
加
し
た
グ
ル
ー
プ
も

あ
っ
た
。
船
着
き
場
に
は
、
所
狭
し
と
ゴ
ム
ボ
ー

ト
が
並
べ
ら
れ
て
い
た
。
手
際
よ
く
参
加
者
の
配

置
が
決
め
ら
れ
、
七
時
出
航
。
横
須
賀
平
和
船
団

の
二
隻
の
船
と
三

0
数
隻
の
ゴ
ム
ボ
ー
ト
は
、
海

キティ 、戦争なん

てやめて、アメリ

カのおうちへ帰っ

ておやすみ
小笠原公子●
NCC平和核問題委員会

臥1)1
三代目の空
母港化に

上
で
大
き
な
輪
を
作
り
、
互
い
を
確
認
し
あ
っ

こ。t
 私は
「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ザ
」
に
乗
り
、
横
須
賀
の
仲

間
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
の
打
ち
合
わ
せ
を
し

た
。
「
今
日
は
、
チ
ャ
ン
ト
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

M
さ
ん
。
彼
が
用
意
し
て
き
た
英
語
の
チ
ャ
ン
ト

（
詠
唱
）
は
ち
ゃ
ん
と
脚
韻
を
踏
ん
で
い
る
。
海
上

で
の
抗
議
の
最
中
に
う
ま
く
言
え
る
か
ど
う
か

少
し
気
に
な
っ
た
が
、
と
に
か
く
練
習
。
米
軍
基

地
は
い
ら
な
い
、
横
須
賀
を
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
の
母

港
に
す
る
な
、
と
い
う
内
容
だ
が
、
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
文
を
前
半
と
後
半
の
フ
レ
ー
ズ
に
分
け
て
、

交
互
に
言
う
。

M
さ
ん
の
傑
作
だ
。．
 

七
時
半
ご
ろ
、
第
七
艦
隊
の
旗
艦
「
ブ
ル
ー

リ
ッ
ジ
」
が
入
港
し
て
き
た
。
「
湾
岸
戦
争
で
多
国

籍
海
軍
の
総
指
揮
を
と
っ
た
船
」
と
の
説
明
に
続

き
、
抗
議
の
呼
び
か
け
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
。

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
は
、
用
意
し
て
き
た

抗
議
の
替
え
歌
や
、
横
須
賀
の
デ
モ
で
よ
く
歌
わ

れ
る
歌
な
ど
を
歌
っ
た
。
曇
り
空
か
ら
は
一
時
雨

が
ふ
っ
て
き
た
が
、
や
が
て
陽
が
さ
し
て
き
た
。

平
和
船
団
の

N
さ
ん
た
ち
は
、
カ
ヌ
ー
を
駆
使
し

て
抗
議
船
の
連
絡
調
整
に
あ
た
っ
て
い
た
。
待
機

の
間
は
「
船
酔
い
を
さ
け
る
た
め
に
遠
く
を
み
る

よ
う
に
」
と
助
言
す
る
な
ど
、
参
加
者
へ
の
配
慮

も
あ
る
の
が
す
ご
い
。

八
時
半
す
ぎ
、
水
平
線
に
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
出

現
。
近
づ
い
て
来
る
に
つ
れ
、
艦
上
に
整
列
す
る

船
員
が
は
っ
き
り
見
え
て
く
る
。
英
語
と
日
本
語

の
両
方
で
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
、
チ
ャ
ン
ト
、

英
語
で
の
呼
び
か
け
、
そ
し
て
ま
た
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
。
英
語
は
船
員
に
語
り
か
け
る
た
め
に
、

ま
た
、
日
本
語
は
ヨ
コ
ス
カ
の
悲
し
み
と
怒
り

を
、
声
を
合
わ
せ
て
伝
え
る
た
め
に
。
「
キ
テ
ィ
、

戦
争
な
ん
て
や
め
て
、
ア
メ
リ
カ
の
お
う
ち
へ

帰
っ
て
お
や
す
み
」
と
、
本
当
に
言
い
た
い
。
．
 

船
か
ら
上
が
っ
て
水
面
を
見
る
と
、
お
び
た
だ

し
い
数
の
く
ら
げ
が
浮
き
沈
み
し
て
い
た
。

抗
議
行
動
後
、
臨
海
公
園
で
集
会
。
横
須
賀
平

和
船
団
の
他
、
呉
ビ
ー
ス
リ
ン
ク
、
キ
ャ
ッ
チ

ピ
ー
ス
、
厚
木
基
地
を
考
え
る
大
和
市
民
の
会
、

相
模
補
給
厳
監
視
団
、
市
民
の
意
見
3
0
の
会
な

ど
か
ら
、
報
告
が
あ
っ
た
。
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン

ス
に
続
き
、
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
の
、
民
間
港
・
小
樽
ヘ

の
寄
港
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
、
横
須
賀
で
強
襲
揚

陸
艦
ベ
ロ
ー
ウ
ッ
ド
の
一
般
公
開
の
時
、
市
民
の

配
っ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
米
軍
が
入
り
口
で
事

実
上
強
制
的
に
回
収
し
た
こ
と
な
ど
、
非
民
主
的

行
為
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
ま

た
呉
か
ら
は
、
周
辺
事
態
法
反
対
の
た
め
に
広
島

県
下
の
自
治
体
に
対
し
て
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
を

行
う
」
と
い
う
報
告
。
ま
た
、
周
辺
事
『
器
法
に
反
対

の
意
思
表
示
を
と
、
神
奈
川
県
下
三
七
の
自
治
体

に
要
請
を
送
っ
た
と
こ
ろ
、
二
五
の
自
治
体
か
ら

（
写
真
今
井
明
）

5
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船を

出すぞー
平和船団奮闘記

松戸志郎●

キャッチピース編集部

ほ

ん

の

数

時

間

ヨ

コ

ス

カ

の

事

務

所

で

ま

ど

ろ

ん

だ

だ

け

で

、

お

れ

た

ち

は

臨

海

公

園

へ

向

か

っ

た

。

．
 

午

前

五

時

の

風

は

、

ま

だ

涼

し

い

。

テ

ン

ト

を

ぶ

ち

立

て

受

け

付

け

を

整

え

る

と

、

首

都

圏

の

仲

間

が

三

々

五

々

駆

け

つ

け

て

く

る

。

ピ

ー

ス

リ

ン

ク

の

メ

ン

バ

ー

が

到

着

。

十

数

隻

の

ゴ

ム

ボ

ー

ト

を

背

中

に

か

つ

い

で

、

は

る

ば

る

広

島

か

ら

十

三

時

間

か

け

て

突

っ

走

っ

て

き

た

の

だ

。

頼

も

し

い

仲

間

。

て

き

ぱ

き

と

し

た

動

き

が

と

て

も

き

れ

い

で

あ

る

。

船

を

出

す

ぞ

う

、

と

言

っ

て

総

出

で

準

備

。

船

が

出

る

ぞ

う

、

と

言

っ

て

さ

あ

出

航

。

午

前

七

時

、

風

は

凪

い

で

い

る

C

天

候

も

ま

ず

ま

ず

だ

。

機

械

船

八

、

カ

ヤ

ッ

ク

ニ

、

ゴ

ム

ボ

ー

ト

ニ

0
の

口。
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米海軍ホームページ’'PublicAffilirsばねざ＇に掲載された「母港リスト」（お年 7月15日現在）をもとに作成

回

答

を

得

た

、

と

の

報

告

も

あ

っ

た

。

軍

事

基

地

と

新

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

は

民

主

主

義

と

地

方

自

治

を

破

壊

す

る

。

自

治

体

こ

そ

、

率

先

し

て

立

ち

上

が

っ

て

ほ

し

い

が

、

市

民

が

、

自

治

体

を

動

か

す

所

か

ら

始

ま

る

と

い

う

の

は

、

時

間

が

か

か

る

が

正

攻

法

だ

。

疲

れ

て

な

ん

て

い

ら

れ

な

い

な

ぁ

゜

そ

の

後

、

い

つ

も

の

コ

ー

ス

を

市

民

デ

モ

。

基

地

正

門

前

で

は

、

連

続

デ

モ

に

ず

っ

と

参

加

し

て

い

た

I
さ

ん

の

英

語

ア

ピ

ー

ル

に

続

き

、

「

キ

テ

ィ

ホ

ー

ク

の

母

港

を

許

さ

な

い

！

」

「

ア

メ

リ

カ

海

軍

は

横

須

賀

か

ら

出

て

行

け

！

」

「

海

兵

隊

は

沖

縄

か

ら

出

て

行

け

！

」

な

ど

の

シ

ュ

プ

レ

ヒ

コ

ー

ル

を

行

っ

た

。

参

加

者

は

、

百

人

近

く

に

膨

れ

上

が

っ

て

い

た

。

◆

◆

船

団

は

わ

り

あ

い

す

ん

な

り

と

夏

の

海

に

滑

り

出

し

た

。

お

れ

は

最

も

で

か

い

動

力

船

に

乗

り

込

み

、

横

断

幕

持

ち

の

役

目

に

付

く

。

青

年

行

動

隊

長

と

呼

ん

で

く

れ

、

わ

は

は

は

は

。

あ

っ

、

ふ

ざ

け

て

い

る

の

で

は

な

い

よ

。

ネ

ボ

ケ

頭

で

半

分

死

ん

で

い

る

か

ら

だ

。

．
 

お

れ

は

ヨ

コ

ス

カ

生

ま

れ

だ

。

物

心

つ

い

た

頃

、

こ

こ

は

す

で

に

「

軍

港

」

だ

っ

た

。

空

母

の

母

港

が

も

た

ら

し

た

も

の

、

タ

ッ

チ

ア

ン

ド

ゴ

ー

の

絶

え

間

な

い

騒

音

、

墜

落

事

故

に

よ

る

犠

牲

の

悲

劇

、

緑

を

壊

し

て

の

米

軍

住

宅

建

設

e
t
c。
湾

岸

戦

争

で

無

名

の

イ

ラ

ク

市

民

に

お

そ

い

か

か

っ

た

ミ

ッ

ド

ウ

ェ

イ

、

イ

ン

デ

ィ

ペ

ン

デ

ン

ス

は

今

年

二

月

、

同

じ

イ

ラ

ク

の

民

を

思

う

存

分

威

嚇

し

た

。

そ

し

て

今

日

や

っ

て

来

る

キ

テ

ィ

ホ

ー

ク

。

「

新

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

」

と

「

周

辺

事

態

法

案

」

と

い

う

新

た

な

ス

テ

ー

ジ

の

上

で

、

こ

の

ヒ

ト

は

ど

の

よ

う

な

「

活

躍

」

を

見

せ

る

の

だ

ろ

う

。

「

安

全

保

障

」

の

名

の

下

に

、

力

の

論

理

が

人

間

の

営

み

を

弄

ぶ

。

そ

の

こ

と

の

た

め

に

ま

た

、

「

故

郷

」

ヨ

コ

ス

カ

が

使

わ

れ

よ

う

と

し

て

い

る

の

だ

。

お

れ

は

お

れ

な

り

に

、

考

え

て

し

ま

う

で

は

な

い

か

。

十

日

間

の

毎

日

デ

モ

に

、

お

れ

は

出

来

る

範

囲

で

参

加

し

た

。

そ

し

て

当

日

の

準

備

に

も

、

前

夜

か

ら

加

わ

っ

た

。

だ

か

ら

お

れ

は

今

、

海

の

上

で

や

や

く

た

ば

っ

て

い

る

の

だ

。

お

許

し

あ

れ

。

八

時

前

、

ま

ず

や

っ

て

き

た

の

は

揚

陸

艦

ブ

戦疇の部氷母港は
日本だけ。

●この図は没応rPul::kAfl油幻imwが公表
している軍艦の母港リスト（お年7月 15日現

在）から作成した。アメリカ本国以外で母

港が置かれているのは、バーレーン、イタ

リー及び日本。イタリアの二隻は支援艦

バーレーンの一隻（初めてリストに登場した）

は機雷除去艦。空母や巡洋艦のような戦闘

艦力碑されているのは、日本だけである。

●対米軍事協力における日本の「突出」ぶ

りに、あらためて唸らざるをえない。 （た）
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ル
ー
リ
ッ
ジ
だ
。
湾
岸
戦
争
時
、
海
軍
の
指
揮
を

勤
め
た
船
だ
。
抗
議
線
の
動
き
が
慌
た
だ
し
く
な

る
。
さ
あ
、
本
番
だ
。
お
れ
も
復
活
し
て
背
筋
を
伸

ば
す
。三
十
分
ほ
ど
し
て
、
「
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
タ
ー
」
が

巨
体
を
現
し
た
。
「
N
0、
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
！
」
「
母

港
を
許
さ
な
い
ぞ
！
」
。
こ
の
日
、
海
上
保
安
庁
の

警
備
は
意
外
な
ほ
ど
柔
ら
か
い
。
「
激
突
」
は
多
分

一
度
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
分
、
も
っ
と
肉

薄
し
た
い
！
と
の
い
ら
だ
ち
が
あ
っ
た
。
で
か

い
、
と
に
か
く
で
か
い
。
そ
び
え
立
つ
巨
大
な
壁

だ
。
横
断
幕
を
拡
げ
な
が
ら
眺
め
る
お
れ
は
、
な

ん
だ
か
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
思
い
を

噛
ん
で
い
た
。
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
か
も
し
れ
な
い
。
無

力
感
か
も
し
れ
な
い
。
銃
が
欲
し
い
。
こ
の
「
凶

器
」
を
沈
め
て
や
り
た
い
！
そ
う
思
っ
た
お
れ

は
、
次
の
瞬
間
そ
の
感
情
を
打
ち
消
し
た
。
ヨ
コ

ス
カ
の
あ
る
人
の
言
葉
を
思
い
だ
し
た
の
だ
。
巨

大
な
空
母
を
打
ち
負
か
す
た
め
に
私
た
ち
が
同

じ
「
力
」
を
も
っ
て
す
る
な
ら
ば
、
私
た
ち
に
希
望

は
な
い
。
小
さ
な
。
無
力
な
船
が
、
「
弱
い
ま
ま
」
空

母
に
勝
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
。．
 

上
陸
し
て
、
ヨ
コ
ス
カ
、
厚
木
、
相
模
原
か
ら
の

ア
ピ
ー
ル
を
受
け
て
か
ら
、
基
地
ゲ
ー
ト
前
を
通

る
デ
モ
。
解
散
し
て
さ
ら
に
午
後
七
時
か
ら
は
平

和
運
動
セ
ン
タ
ー
の
集
会
・
デ
モ
に
合
流
し
て
、

ニ
四
時
間
一
本
勝
負
は
よ
う
や
く
幕
を
降
ろ
し

話
は
い
さ
さ
か
旧
聞
に
存
じ
ま
す
七
月
末
の

こ
と
、
毎
日
新
聞
労
組
主
催
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

を
語
る
会
が
「
八
月
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
と
銘

打
っ
て
平
和
報
道
に
つ
い
て
一
般
参
加
者
を
交

『
え
て
話
し
合
っ
た
時
の
報
告
で
す
。

「
八
月
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
と
は
原
爆
投
下
、

敗
戦
の
八
月
に
第
二
次
世
界
大
戦
を
振
り
返
る

＿
こ
と
で
し
か
平
和
を
語
れ
な
い
日
本
の
マ
ス
コ

＿
ミ
の
平
和
報
道
を
マ
ス
コ
ミ
自
身
が
椰
楡
し
た

言
葉
。私
は
「
平
和
運
動
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
女

性
」
を
パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人
に
し
た
い
と
考
え
た

主
催
者
が
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
名
前
を
み
つ
け
た
と
い
う
こ
と
で
呼
ば
れ
た
。

第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
別
に
し

て
私
は
主
催
者
の
こ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
に
い

た
＜
咸
i
i
し
て
一
も
二
も
な
く
出
席
を
承
諾
。
政

策
決
定
の
場
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
あ
ら
ゆ
る
場

で
女
性
が
発
言
し
な
け
れ
ば
世
の
中
変
わ
ら
な

い
と
い
う
こ
と
を
世
界
中
の
女
性
た
ち
が
確
認

し
た
の
は
一
九
九
五
年
九
月
、
北
京
世
界
女
性
会

議
で
の
こ
と
。
実
は
私
も
そ
の
時
N
G
o
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
参
加
し
て
い
た
の
だ
。

．
 

当
日
の
発
百
者
は
三
人
。
琉
球
新
報
の
記
者
と

私
と
毎
日
新
聞
論
説
委
員
。
琉
球
新
報
の
記
者
は

こ
と
さ
ら
平
和
を
意
識
し
て
の
報
道
は
沖
縄
で

は
四
月
末
か
ら
始
ま
る
こ
と
、
平
和
が
軍
事
碁
地

と
向
き
合
う
と
こ
ろ
に
あ
る
以
上
安
保
そ
の
も

の
を
継
続
的
に
考
え
報
道
し
て
い
く
こ
と
が
平

和
報
道
だ
と
の
考
え
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
最

近
の
報
道
に
は
沖
縄
県
民
は
戦
争
の
被
害
者
で

あ
る
と
同
時
に
加
害
者
で
も
あ
っ
た
と
の
視
点

が
加
わ
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
た
。
ま
た
ニ

0
0
五
年
に
は
語
り
部
が
人
口
の
一
パ
ー
セ
ン

ト
な
っ
て
い
く
中
で
戦
争
を
ど
う
伝
え
て
い
く

か
が
問
わ
れ
て
い
る
と
付
け
加
え
た
。．
 

続
い
て
私
。
「
八
月
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
結
構
゜

多
く
の
国
民
に
平
和
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
意
味
で
役
割
は
大
き
い
」
と
ま
ず
ひ
と
こ

と
。
た
だ
し
「
在
日
米
軍
基
地
の
実
態
を
は
じ
め

と
す
る
現
在
の
状
況
を
誰
も
が
も
っ
と
は
っ
き

り
認
識
出
来
る
よ
う
日
常
生
活
と
関
連
づ
け
て

わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
欲
し
い
」
と
前
々
か
ら
考

え
て
い
た
こ
と
を
注
文
。
さ
ら
に
は
現
在
の
報
道

に
つ
い
て
忌
憚
な
く
御
批
判
を
ー
と
の
主
催
者

の
言
葉
に
素
直
に
乗
っ
て
こ
の
時
と
ば
か
り
に

海
の
上
「
八
月

考
え
た

わ
れ
ら
が
「
月
刊
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
」
を
多
引
用
（
ツ

特
に
最
近
の
新
ガ
イ
応
＇
ラ
イ
ン
、
有
事
法
制
化
の

動
き
の
発
端
と
な
っ
た
九
六
年
四
月
の
日
米
共

同
宣
言
発
表
時
の
マ
ス
ご
ミ
報
道
の
認
識
の
甘

さ
を
青
木
さ
ん
（
キ
ャ
ソ
チ
ピ
，
＇
，
ス
全
固
運
営
委

員
）
の
書
い
た
記
事
な
ど
を
提
示
し
な
が
ら
指
摘

し
た
。ま
た
米
軍
機
の
低
空
飛
行
訓
練
に
伴
う
被
害

状
況
の
調
査
の
こ
と
に
も
触
れ
マ
ス
コ
ミ
は

も
っ
と
市
民
団
体
の
情
報
提
供
を
有
効
に
活
用

し
、
違
法
性
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
平
時
で
あ
る
現
在

に
お
け
る
「
安
保
」
の
実
態
を
読
者
に
き
ち
ん
と

伝
え
て
く
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
と
こ
れ
ま

で
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
を
批
判
し
た
。

ま
た
「
一
方
、
市
民
の
動
き
は
低
調
だ
っ
た
」
で

は
な
く
「
市
民
ら
は
反
対
行
動
を
起
こ
し
た
」
的

報
道
の
必
要
性
を
訴
え
た
。
反
対
運
勁
が
か
っ
て

の
よ
う
な
大
き
な
盛
り
上
が
り
に
欠
け
る
の
は

事
実
だ
と
し
て
も
マ
ス
コ
ミ
が
コ
ト
の
重
大
性

を
認
識
す
る
の
な
ら
せ
っ
か
く
行
動
を
起
こ
し

山
中
悦
子
●
編
集
部

，
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た
。
「
あ
ら
た
な
始
ま
り
」
の
終
わ
り
だ
。
ド
ブ
板

通
り
「
一
福
食
堂
」
で
仲
間
と
ビ
ー
ル
を
飲
み
つ

つ
、
お
れ
は
す
で
に
睡
眠
モ
ー
ド
に
突
入
し
つ
つ

あ
る
の
だ
っ
た
。
以
上
、
お
粗
末
、
で
し
た
'
.
◆
◆
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リ
ム
パ
ッ
ク
と
は
「
環
太
平
洋
合
同
演
習
」
の

略
称
で
、
米
国
を
中
心
と
し
た
環
太
平
洋
の
海
軍

が
集
ま
っ
て
訓
練
を
行
う
。
隔
年
で
行
わ
れ
、
こ

と
し
の
リ
ム
パ
ッ
ク
9
8
に
は
、
米
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
チ
リ
、
韓
国
、
日
本
の
八
カ
国
が
参

加
、
中
国
も
今
回
初
め
て
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
し

て
い
る
。
現
在
の
世
界
で
は
最
大
の
海
軍
演
習
と

言
え
る
。
リ
ム
パ
ッ
ク
と
い
う
名
前
の
演
習
の
始
ま
っ

「
鬼
」
の
い
な
い
鬼
退
治

た
の
が
、
七
一
年
だ
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
冷
戦
の

真
っ
盛
り
、
力
を
付
け
つ
つ
あ
っ
た
ソ
連
太
平
洋

艦
隊
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
い
わ
ば
米
国
が
桃
太
郎
と
な
っ

て
、
お
供
に
雉
や
猿
な
ら
ぬ
同
盟
国
の
カ
ナ
ダ
や

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
引
き
連
れ
て
（
日
本
の
参
加

は
八
0
年
か
ら
）
、
ソ
連
と
い
う
鬼
退
治
の
稽
古

と
い
う
構
図
で
あ
る
。
合
同
演
習
と
は
言
え
、
も

ち
ろ
ん
仕
切
っ
て
い
る
の
は
米
海
軍
で
他
の
国

は
そ
れ
に
従
う
。
そ
の
お
供
の
国
々
が
手
に
入
れ

る
の
は
、
吉
備
団
子
で
な
く
、
米
軍
の
最
新
の
軍

事
技
術
を
目
の
当
た
り
で
体
験
で
き
る
と
い
う

青
木
雅
彦
●
反
戦
ド
タ
バ
タ
会
議

軍
隊
は
何
時
も
市
民
の
見
え
な
い
と
こ
ろ
で

一
人
歩
き
を
始
め
る
。

リ
ム
パ
ッ
ク
⑬

同

演

習

た
人
た
ち
が
め
げ
て
し
ま
う
よ
う
な
、
反
対
運
動

が
こ
と
さ
ら
少
数
派
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る

か
の
よ
う
な
現
在
の
報
道
姿
勢
は
は
如
何
な
も

の
か
と
。
も
っ
と
も
こ
こ
で
は
あ
る
べ
き
社
会
の

姿
を
報
道
す
る
側
が
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る

か
が
問
題
に
な
る
の
だ
が
。
も
し
あ
る
べ
き
社
会

の
姿
を
マ
ス
コ
ミ
側
と
私
達
で
共
有
出
来
る
の

で
あ
れ
ば
も
っ
と
市
民
運
動
の
有
効
活
用
を
考

え
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

．
 

最
後
の
論
説
委
員
氏
の
発
言
は
予
期
せ
ぬ
言

葉
の
連
続
で
私
は
す
っ
か
り
動
揺
し
た
。
毎
日
新

聞
社
の
「
安
保
容
認
」
の
立
場
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
の
で
致
し
方
な
い
と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、

私
達
と
発
言
者
と
の
見
解
の
相
違
は
予
想
以
上

に
大
き
か
っ
た
。
そ
れ
は
本
人
の
個
性
に
も
因
っ

た
の
だ
ろ
う
が
、
マ
ス
コ
ミ
の
立
場
と
し
て
は

ち
ょ
っ
と
言
い
過
ぎ
で
は
？
と
思
わ
れ
る
発
言

が
多
々
み
ら
れ
た
。
例
え
ば
海
兵
隊
の
実
弾
演
習

の
本
土
移
転
に
関
し
て
も
こ
ん
な
大
胆
発
言
。

「
大
分
出
身
の
私
は
東
京
に
住
ん
で
い
る
か
ら
言

う
ん
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
と
断
わ
っ
て
大
分
の
友

人
達
に
こ
う
言
っ
た
。
沖
縄
の
痛
み
を
分
か
ち
合

う
の
は
当
た
り
前
。
大
分
で
も
実
弾
演
習
を
受
け

入
れ
な
け
れ
ば
」
。
ウ
ッ
ソ
ー
！
愕
然
。
私
が
異
論

を
唱
え
る
と
米
本
国
へ
返
す
ま
で
の
段
階
的
措

置
と
考
え
て
の
発
言
で
本
当
は
グ
ア
ム
と
か
ハ

ワ
イ
と
か
へ
移
転
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

「
周
辺
事
態
」

環

太

平

洋

合

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
来
て
ほ
し
い
言
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
考
え
て
み
た
ら
と
防
衛
庁
の
幹
部

に
進
言
し
た
こ
と
も
あ
る
ー
と
言
い
直
し
た
。

地
位
協
定
問
題
に
触
れ
た
時
も
地
位
協
定
を

き
ち
ん
と
読
ん
だ
の
は
沖
縄
の
少
女
の
事
件
の

時
が
初
め
て
と
い
う
の
で
ガ
ク
ッ
。
「
ガ
ッ
カ
リ

で
す
。
神
奈
川
で
は
市
民
が
し
つ
か
り
研
究
し
て

見
直
し
案
ま
で
ま
と
め
ま
し
た
」
と
発
言
す
る

と
、
モ
チ
ロ
ン
知
っ
て
い
た
、
読
ん
で
い
た
、
本
当

に
読
ん
だ
と
実
感
し
た
の
が
あ
の
時
だ
っ
た
と

い
う
意
味
で
の
発
言
だ
っ
た
と
弁
明
。
防
衛
庁
詰

め
キ
ャ
リ
ア
の
論
説
委
員
氏
の
こ
う
し
た
発
言

を
聞
き
な
が
ら
、
だ
か
ら
私
達
が
伝
え
て
欲
し
い

と
考
え
る
こ
と
が
世
の
中
に
伝
え
ら
れ
て
い
な

い
の
だ
と
納
得
し
た
。
だ
け
ど
そ
れ
じ
ゃ
あ
困

る
。
マ
ス
コ
ミ
の
平
和
報
道
の
基
盤
の
一
端
が
わ

か
っ
た
の
は
よ
か
っ
た
け
れ
ど
正
直
失
望
し
た
。

．
 

そ
し
て
今
夏
。
ヨ
コ
ス
カ
に
可
愛
く
も
な
い

「
キ
テ
ィ
ー
ち
ゃ
ん
」
、
空
母
キ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ク
が

や
っ
て
き
た
。
多
少
予
測
で
き
た
こ
と
だ
っ
た

が
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
は
思
っ
た
以
上
に
冷
め
冷

め
。
私
が
平
和
船
団
の
一
員
と
し
て
ゴ
ム
ボ
ー
ト

に
乗
り
非
核
マ
ー
ク
入
り
の
大
き
な
旗
（
イ
ン

デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
の
時
に
自
分
で
作
っ
た
も
の
）

を
な
び
か
せ
て
ヨ
コ
ス
カ
の
波
間
に
三
時
間

漂
っ
た
勇
姿
も
八
月
十
一
日
の
各
紙
夕
刊
を
飾

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

を
先
取
り
し
た

ハ
ワ
イ
に
出
か
け
た
「
関
東
軍
」 ．

 

ス
ー
ダ
ン
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ヘ
の
「
テ
ロ
に

対
す
る
報
復
爆
撃
」
が
私
た
ち
に
ア
メ
リ
カ
と
い

う
国
の
本
性
を
み
せ
て
も
在
日
米
軍
基
地
の
役

割
と
の
関
連
で
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
は
大
騒
ぎ
ー

と
い
う
ふ
う
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

市
民
は
今
、
自
ら
の
意
思
を
ミ
ニ
コ
ミ
誌
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
世
間
に
向
け
発
信
し
て
い

る
。
け
れ
ど
や
っ
ば
り
マ
ス
コ
ミ
に
は
か
な
わ
な

い
。
な
ん
て
っ
た
っ
て
世
論
形
成
は
数
だ
。
マ
ス

コ
ミ
が
世
の
中
の
軌
道
修
正
役
を
担
え
る
こ
と

は
確
か
な
の
だ
。
だ
か
ら
、
最
近
流
行
り
の
言
葉

で
表
現
す
れ
ば
「
マ
ス
コ
ミ
と
市
民
運
動
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
と
い
う
も
の
を
私
た
ち
も

模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
以
上
に
マ
ス
コ

ミ
の
平
和
報
道
を
ウ
ォ
ッ
チ
し
、
今
回
の
よ
う
に

言
う
べ
き
こ
と
を
言
っ
て
い
こ
う
。．
 

そ
れ
に
し
て
も
毎
日
が
ア
ッ
と
言
う
間
に
過

ぎ
て
い
く
。
「
八
月
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
う
ん

ぬ
ん
」
と
言
っ
て
い
る
間
に
季
節
も
変
わ
っ
た
。

さ
あ
、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
有
事
法
制
化
反
対
の

国
民
の
動
き
を
マ
ス
コ
ミ
が
い
や
で
も
連
日
書

き
た
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
大
き
な
社

会
現
象
に
し
て
い
こ
う
。

夏
バ
テ
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
私
た
ち
に
は
行

動

あ

る

の

み

。

◆

◆

得
難
い
経
験
で
あ
っ
た
。

し
か
し
冷
戦
の
終
結
で
「
鬼
」
が
い
な
く
な
っ

て
も
、
軍
事
演
習
は
そ
う
簡
単
に
お
し
ま
い
に
は

で
き
な
い
。
色
々
な
口
実
を
編
み
出
し
て
い
わ
ば

環
太
平
洋
海
軍
の
「
祭
典
」
と
し
て
継
続
さ
れ
て

き
た
。
問
題
は
い
っ
た
い
誰
が
敵
な
の
か
と
い
う

こ
と
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
だ
け
の
海
軍
の
精
鋭

が
結
集
し
て
対
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
強
敵

は
存
在
し
な
い
。
リ
ム
パ
ッ
ク
を
統
裁
す
る
米
第

3
艦
隊
司
令
官
は
「
こ
れ
ま
で
の
リ
ム
パ
ッ
ク
で

の
演
習
内
容
は
冷
戦
当
時
の
も
の
だ
っ
た
。
今
回

は
地
域
紛
争
や
国
連
決
議
に
基
づ
く
経
済
制
裁

な
ど
を
想
定
し
て
い
る
」
と
説
明
す
る
。
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
は
湾
岸
戦
争
、
日
本
流
の
言
い
方
で
は

「
周
辺
事
態
」
に
対
処
す
る
も
の
だ
。

だ
か
ら
今
年
の
リ
ム
パ
ッ
ク
で
は
、
臨
検
、
つ

ま
り
第
三
国
の
船
舶
に
武
力
を
背
景
に
強
制
力

を
行
使
す
る
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
。
日
本
の
海
自

も
当
初
は
参
加
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
な
に
し
ろ

こ
の
臨
検
と
い
う
行
為
は
こ
の

4
月
に
提
出
さ

れ
た
「
周
辺
事
態
法
案
」
に
初
め
て
盛
り
込
ま
れ

た
も
の
で
、
法
律
の
先
取
り
と
批
判
さ
れ
た
た
め

直
前
に
こ
の
訓
練
に
関
し
て
は
参
加
を
断
念
し

た
と
い
う
。

「
と
い
う
」
と
い
う
よ
う
な
曖
昧
な
表
現
を
使

1 1 1988年6月18日第三種郵便物認可（通巻143号） No.65 1998.8.20 月刊キャッチピース 月刊キャッチピース No.65 1998.8.20 1988年6月18日第三種郵便物認可（通巻143号） 10 



リムパック98概要
演習回数：今年の演習で 16回目（日本は 1

0回目の参加）

演習期間： 7月 6日から 8月 6日

演習場所：ハワイ周辺海域

日本の参加兵力：護衛艦4隻、補給艦l隻、

潜水艦1隻、対潜哨戒機5機

参加国合計：艦船50隻（うち空母 l隻）、

兵員25,000名、航空機200機

（※註） 79年 12月 11日衆院予算委員会提出

政府見解（抜粋）は以リムパックヘの参加に

ついて下のように述べている。

自衛隊が外国との間において訓練を行う

ことができることの法的根拠は、防衛庁設置

法第 5条 21号の規定である。すなわち、同号

は、「所掌事務の遂行に必要な教育訓練を行

うこと」と規定しており、この所掌事務の遂

行に必要な範囲のものであれば、外国との間

において訓練を行うことも可能であると解

している。・・・・今回のリムパックに参加して

行う訓練は・・・、「所掌事務の遂行に必要な」

範囲内のものであると考えている。

（

非

戦

闘

員

救

出

作

戦

）

今

回

の

リ

ム

パ

ッ

ク

の

最

後

を

飾

る

目

玉

の

訓

練

で

、

要

す

る

に

海

軍

と

海

兵

隊

（

強

襲

揚

陸

即

応

グ

ル

ー

プ

と

各

と

呼

ば

れ

る

）

に

よ

る

強

襲

上

陸

演

習

で

あ

る

。

米

国

は

こ

れ

を

人

道

的

救

援

作

戦

(

H

A

O

)

の

中

の

非

戦

闘

員

避

難

(

N

E

O

)

の

訓

練

で

あ

る

と

し

て

、

「

侵

略

の

た

め

で

な

く

、

例

え

ば

今

年

の

エ

リ

ト

リ

ア

で

の

民

間

人

救

助

作

戦

を

連

想

し

て

欲

し

い

」

と

説

明

す

る

。

し

か

し

、

実

際

に

は

七

月

三

十

一

日

に

ハ

ワ

イ

カ

ウ

ア

イ

島

の

西

海

岸

に

あ

る

ミ

サ

イ

ル

射

爆

場

へ

の

上

陸

作

戦

は

、

空

母

カ

ー

ル

ビ

ン

ソ

ン

の

続

け

て

い

る

「

集

団

的

自

衛

権

」

の

行

使

そ

の

も

の

で

あ

る

。

そ

も

そ

も

リ

ム

パ

ッ

ク

は

本

質

的

に

多

国

籍

艦

隊

の

合

同

演

習

で

あ

る

か

ら

、

政

府

の

憲

法

解

釈

に

よ

っ

て

も

禁

じ

ら

れ

て

い

る

は

ず

の

集

団

軍

事

演

習

は

「

事

務

」

な

の

か

？

わ

ざ

る

を

え

な

い

の

は

、

な

に

し

ろ

は

る

か

ハ

ワ

イ

沖

で

行

わ

れ

て

い

る

演

習

の

中

味

な

ど

は

、

我

々

は

日

本

に

い

て

全

く

知

り

よ

う

が

な

い

か

ら

で

あ

る

。

確

か

に

マ

ス

コ

ミ

の

「

同

行

取

材

」

は

あ

り

、

そ

の

レ

ポ

ー

ト

も

な

い

で

は

な

い

が

、

こ

う

い

う

演

習

の

「

公

開

」

は

当

然

軍

に

と

っ

て

都

合

の

い

い

と

こ

ろ

だ

け

を

見

せ

る

の

で

、

実

は

一

番

国

民

が

知

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

は

全

く

不

明

な

の

で

あ

る

。

こ

の

リ

ム

パ

ッ

ク

報

告

も

実

は

、

米

海

軍

の

ニ

ュ

ー

ス

（

電

子

メ

ー

ル

で

配

達

さ

れ

る

）

と

リ

ム

パ

ッ

ク

の

宣

伝

の

た

め

に

米

海

軍

が

特

設

し

た

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

(

h

ttp:
/

/

w

w

w

.

c

p
f
.navy

.mil
/

ri

mp
a
c
9
0
0
l
)
に

掲

げ

ら

れ

た

情

報

に

ほ

と

ん

ど

頼

っ

て

書

い

て

い

る

と

い

う

心

細

い

状

態

で

あ

る

。

前

回

の

リ

ム

パ

ッ

ク

（

九

六

年

）

で

は

、

海

自

の

護

衛

艦

が

米

軍

の

標

的

機

を

本

当

に

撃

墜

し

て

し

ま

う

と

い

う

「

戦

果

」

を

あ

げ

た

が

、

連

想

す

る

の

は

あ

の

関

東

軍

の

暴

走

だ

。

米

軍

が

「

お

目

付

役

」

で

居

る

か

ら

大

丈

夫

、

と

日

本

の

政

治

家

は

安

心

し

き

っ

て

い

る

が

、

本

当

に

こ

れ

で

い

い

の

か

。

的

自

衛

権

の

行

使

の

訓

練

に

な

っ

て

し

ま

う

。

こ

れ

ま

で

の

説

明

で

は

、

自

衛

隊

だ

け

は

他

の

国

と

違

っ

て

、

米

軍

と

だ

け

演

習

を

行

う

と

い

う

建

前

（

以

下

の

リ

ム

パ

ッ

ク

演

習

の

内

容

を

見

れ

ば

分

か

る

よ

う

に

こ

れ

は

真

っ

赤

な

嘘

）

で

こ

の

集

団

的

自

衛

権

問

題

を

ク

リ

ア

ー

し

て

き

た

。

つ

ま

り

米

軍

と

の

演

習

は

安

保

条

約

で

認

め

ら

れ

て

い

る

か

ら

と

い

う

訳

だ

。

し

か

し

、

そ

も

そ

も

米

軍

以

外

の

国

と

軍

事

演

習

で

き

る

根

拠

は

な

ん

な

の

か

？

日

本

が

初

め

て

リ

ム

パ

ッ

ク

に

参

加

し

た

八

0
年

に

は

国

会

で

も

若

干

の

議

論

が

あ

っ

た

よ

う

だ

。

政

府

の

統

一

見

解

に

よ

る

と

、

自

衛

隊

が

参

加

で

き

る

法

的

根

拠

は

、

防

衛

庁

設

置

法

の

「

所

掌

事

務

の

遂

行

に

必

要

な

訓

練

を

行

う

こ

と

」

で

あ

る

と

い

う

（

末

尾

リ

ム

パ

ッ

ク

註

参

照

）

。

軍

事

演

習

が

「

事

務

」

で

あ

る

と

は

驚

く

べ

き

解

釈

だ

。

国

会

は

こ

れ

で

納

得

し

た

の

だ

ろ

う

か

。

「

周

辺

事

態

」

の

予

行

演

習

日

本

が

参

加

を

始

め

た

八

十

年

代

に

は

リ

ム

パ

ッ

ク

は

、

米

国

の

対

ソ

海

洋

核

戦

争

の

先

取

り

だ

っ

た

。

そ

し

て

九

十

年

代

の

リ

ム

パ

ッ

ク

は

、

「

地

域

紛

争

」

、

つ

ま

り

「

周

辺

事

態

」

の

予

行

演

習

に

な

っ

た

。

今

、

北

朝

鮮

の

ミ

サ

イ

ル

実

験

問

題

を

て

こ

に

、

北

朝

鮮

を

「

鬼

」

と

し

て

日

本

の

世

論

を

急

速

に

有

事

体

制

作

り

に

向

か

わ

そ

う

と

い

航

空

支

援

を

受

け

る

本

格

的

な

も

の

で

、

L
C
A

C
（

ホ

バ

ー

ク

ラ

フ

ト

型

揚

陸

艇

）

が

主

役

を

務

め

た

。

全

参

加

国

が

こ

の

訓

練

に

加

わ

っ

た

よ

う

だ

が

、

そ

の

役

割

は

公

表

さ

れ

て

い

な

い

。

こ

う

い

う

派

手

な

作

戦

は

米

軍

の

独

壇

場

だ

か

ら

、

お

そ

ら

く

「

社

会

見

学

」

の

小

学

生

の

よ

う

な

立

場

だ

っ

た

ろ

う

。

た

だ

日

本

は

参

加

国

中

米

を

除

い

て

唯

一

L

C
A
Cを
所

有

し

て

い

る

た

め

、

そ

の

本

来

の

使

用

法

を

目

の

当

た

り

に

し

て

大

い

に

得

る

と

こ

ろ

が

あ

っ

た

こ

と

は

間

違

い

な

い

。

（

対

空

戦

訓

練

）

艦

船

に

接

近

し

て

く

る

国

籍

不

明

機

に

向

か

っ

て

警

告

を

発

し

、

従

わ

な

い

場

合

は

撃

墜

す

日米一体化はどんどん進む
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う

勢

力

が

力

を

得

て

い

る

。

韓

国

も

参

加

し

た

今

年

の

リ

ム

パ

ッ

ク

は

、

ま

さ

し

く

そ

の

不

吉

な

露

払

い

に

な

っ

た

の

で

あ

る

。

少

し

で

も

こ

の

演

習

の

危

険

な

実

態

の

一

端

に

触

れ

る

た

め

に

、

今

回

実

施

さ

れ

た

リ

ム

パ

ッ

ク

演

習

の

中

味

を

以

下

に

簡

単

に

整

理

し

て

お

ヽ
こ
。

し

t

（

潜

水

艦

の

攻

撃

訓

練

）

米

海

軍

の

六

隻

の

攻

撃

型

原

潜

、

韓

国

・

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

海

軍

か

ら

の

各

1
隻

の

潜

水

艦

と

と

も

に

、

日

本

の

潜

水

艦

「

は

や

し

お

」

は

、

ハ

ワ

イ

沖

で

「

潜

水

艦

の

特

長

を

生

か

し

た

奇

襲

攻

撃

の

後

、

反

撃

を

避

け

る

た

め

に

即

退

去

」

（

米

海

軍

ニ

ュ

ー

ス

八

月

五

日

号

）

す

る

と

い

う

訓

練

を

行

っ

た

。

指

揮

系

統

、

演

習

日

時

、

詳

し

い

シ

ナ

リ

オ

は

不

明

。

(

p

3
Cを
使

っ

た

対

潜

訓

練

）

ア

メ

リ

カ

、

日

本

、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

、

韓

国

、

カ

ナ

ダ

の

P
3
c対
潜

哨

戒

機

が

、

他

の

参

加

国

の

潜

水

艦

を

発

見

し

て

攻

撃

す

る

訓

練

。

米

艦

バ

レ

ー

フ

ォ

ー

ジ

の

艦

長

は

率

直

に

こ

う

語

っ

て

い

る

。

「

こ

れ

が

こ

の

演

習

の

目

的

な

の

だ

。

つ

ま

り

、

様

々

な

国

が

い

っ

し

ょ

に

―

つ

の

多

国

籍

軍

と

し

て

行

動

す

る

こ

と

だ

」

（

海

軍

ニ

ュ

ー

ス

八

月

五

日

号

）

。

し

か

し

ま

さ

し

く

こ

れ

こ

そ

が

、

日

本

政

府

も

憲

法

で

禁

じ

ら

れ

て

い

る

と

答

弁

し

る

訓

練

。

今

回

の

リ

ム

パ

ッ

ク

で

は

米

軍

機

が

目

標

に

な

り

、

米

艦

の

指

揮

で

海

自

の

護

衛

艦

が

ミ

サ

イ

ル

を

発

射

し

て

「

撃

墜

」

し

た

。

有

事

に

は

米

軍

の

指

揮

下

に

入

る

と

言

わ

れ

て

い

る

海

自

の

行

動

を

そ

の

ま

ま

実

演

し

た

訳

だ

が

、

海

自

の

幹

部

は

「

指

揮

で

な

く

目

標

の

配

分

」

（

毎

日

新

聞

七

月

二

三

日

）

と

い

つ

も

の

言

葉

の

言

い

換

え

で

ご

ま

か

そ

う

と

し

て

い

る

。

◆

◆
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昨
年
の
「
米
海
兵
隊
は
日
本
に
い
ら
な
い
！
」

米
紙
意
見
広
告
運
動
で
は
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
す
で
に
チ
ラ
シ
等
で
、
現
在
、
ニ

回
目
の
米
紙
へ
の
意
見
広
告
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
は
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
前

置
き
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
現
在
の
運
動

の
進
行
状
況
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。七
月
二
三
日
、
沖
縄
県
庁
記
者
ク
ラ
ブ
で
の
プ

レ
ス
発
表
を
も
っ
て
正
式
ス
タ
ー
ト
し
た
米
紙

意
見
広
告
運
動
郊
は
、
八
月
二

0
日
、
第
一
次
集

約
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
賛
同
金
集
約
状
況
は
さ

三
四

0
万
七
円
。
目
標
の
三
分
の
一
達
成
で
す
！

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
咸
癬
叩
い
た
し
ま
す
。
昨
年
と

ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
の
集
約
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

隊
は
、
沖
縄
そ
し
て
日
本
に
と
っ
て
不
要
で
あ
る

ば
か
り
か
、
国
の
安
全
面
、
日
本
人
の
人
権
確
立

面
か
ら
言
っ
て
極
め
て
有
害
な
存
在
で
す
。
ま
た

キ
リ
ス
ト
に
よ
る
平
和
を
脅
か
し
て
い
る
こ
と

も
事
実
で
す
。
一
日
も
早
い
撤
退
を
強
く
要
請
し

ま
す
。
（
愛
媛
県
・
田
中
暉
彦
）
＊
力
に
よ
る
平

和
は
や
が
て
破
綻
す
る
。
真
の
平
等
に
基
づ
い
た

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
の
み
平
和
と
繁

栄
が
約
束
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
（
石
川
県
・
藤
場

芳
子
）
・
私
た
ち
の
税
金
が
こ
ん
な
所
に
多
く
使

わ
れ
て
い
た
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
腹
立
た

し
い
気
が
し
ま
す
。
（
東
京
都
H
A
）
＊
私
た
ち

自
宅
の
真
上
を
横
田
基
地
に
向
か
っ
て
、
毎
日
た

く
さ
ん
の
米
軍
機
が
通
過
し
ま
す
。
音
も
す
ご
い

し
、
低
空
飛
行
を
す
る
の
で
落
ち
ゃ
し
な
い
か
と

恐
ろ
し
い
で
す
。
静
か
に
安
心
し
て
眠
り
た
い
、

暮
ら
し
た
い
。
ー
世
界
中
か
ら
戦
争
が
な
く
な
り

ま
す
よ
う
に
、
基
地
が
な
く
な
り
ま
す
よ
う
に
と

祈
っ
て
い
ま
す
。
（
埼
玉
県
・
曳
地
ト
シ
＆
ハ
ル
）

＊
海
兵
隊
は
内
部
か
ら
も
沖
縄
で
は
十
分
訓
練

が
で
き
な
い
と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
て
、
無
用

の
長
物
で
す
。
ま
た
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
貴
重
な
サ
ン

ゴ
や
ジ
ュ
ゴ
ン
の
す
み
か
を
食
べ
物
で
あ
る
海

草
を
滅
ぽ
し
て
し
ま
い
、
殺
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ど
う
か
か
わ
い
い
ジ
ュ
ゴ
ン
の
母
子
の
イ
ラ
ス

ト
を
つ
か
っ
て
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
お
願
い
し
ま
す
。

（
神
奈
川
県
K
I
)
・
＊
外
国
に
軍
事
基
地
を
置
く

こ
と
、
自
国
に
外
国
の
軍
事
基
地
を
認
め
る
こ
と

醤

■紙
面
政
策
作
業
は
順
調
に
進
行
中
で
す
。

■賛
同
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

賛
同
カ
ン
パ
と
と
も
に
振
替
用
紙
の
通
信
欄

な
ど
で
全
国
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
続
々
と
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
次
集
約
8

月

20日
ま
で
に

届
い
た
も
の
の
う
ち
、
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま

す。

．
 

＊
平
和
憲
法
を
も
つ
日
本
が
世
界
に
は
た
す
べ

き
役
割
は
、
武
力
に
よ
る
紛
争
の
解
決
で
は
な

く
、
平
和
的
解
決
の
た
め
に
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発

揮
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
米
軍
基
地
、

特
に
海
兵
隊
は
そ
の
障
害
と
な
り
ま
す
。
（
京
都

府
・
榎
本
晶
彦
）
＊
戦
時
中
で
も
な
い
の
に
外

国
軍
隊
が
駐
留
し
て
い
る
事
は
非
常
に
不
自
然

で
あ
り
、
軍
事
力
の
介
在
し
な
い
対
等
の
友
好
貿

易
を
希
望
し
ま
す
。
日
本
政
府
は
ア
メ
リ
カ
の
命

は
、
政
治
を
腐
ら
せ
、
社
会
の
健
康
感
を
損
な
う

も
と
で
す
。
（
静
岡
県
T
I）
＊
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
日
米
合
同
の
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
に
他
な
ら
な

い
。
ア
ジ
ア
諸
国
を
踏
み
台
に
、
自
分
た
ち
だ
け

の
利
益
を
追
い
か
け
る
の
で
は
な
く
、
真
の
友
好

と
平
和
を
！
（
東
京
都
・
新
社
会
党
横
浜
市
役
所

支
部
）
＊
海
兵
隊
の
兵
士
は
若
者
が
多
い
と
聞

き
ま
す
。
彼
ら
を
家
族
の
元
に
帰
し
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。
戦
場
に
送
る
よ
り
、
家
族
の
も
と
に
帰

し
ま
し
ょ
う
。
み
ん
な
の
声
が
大
き
く
な
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。
（
東
京
都
・
長
谷
川
清
治
）

■掲
載
後
の
米
国
市
民
か
ら
の
反
響
の
翻
訳
協

力
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
！
現
在
ま
で
ア
メ

リ
カ
、
ド
イ
ツ
な
ど
を
含
め
て
約
三

0
人
の
方
か

ら
ご
協
力
の
申
し
出
が
き
て
い
ま
す
。
今
年
は
昨

年
以
上
に
積
極
的
に
反
響
を
求
め
て
い
く
つ
も

り
で
す
の
で
、
も
う
少
し
協
力
者
を
募
り
、
一
人

当
た
り
の
翻
訳
負
担
数
を
で
き
る
限
り
減
ら
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
翻
訳
は
、
完
璧
な
も
の

で
な
く
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。
わ
か
ら
な
い
専
門
用

語
な
ど
は
英
語
の
ま
ま
で
結
構
で
す
。
大
意
が
と

れ
れ
ば
、
公
開
し
な
が
ら
修
正
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

浦
田
龍
次
●

米
紙
意
見
広
告
を
実
現
す
る
会
事
務
局

第
一
次
集
約
の
報
告
と

ご
協
力
の
お
願
い

再
び
米
紙
に

意
見
広
告
を

令
ば
か
り
聞
い
て
い
な
い
で
、
正
当
な
主
張
は

堂
々
と
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
（
東
京
都
・

R
.
H
)
・
冷
戦
終
結
の
今
、
沖
縄
に
米
軍
基
地
は
不

必
要
。
政
府
が
行
か
な
い
で
大
田
知
事
が
米
国
へ

行
っ
て
訴
え
る
と
い
う
な
ん
と
も
情
け
な
い
日

本
の
現
状
を
憂
え
る
。
（
神
奈
川
県
H
H）
＊

沖

縄
県
琉
球
処
分
、
沖
縄
戦
、
米
軍
占
領
、
復
帰
後
の

米
軍
基
地
と
沖
縄
だ
け
が
本
土
の
犠
牲
に
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
許
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
冷
戦

体
制
崩
壊
後
な
お
沖
縄
に
基
地
を
お
く
こ
と
が

ま
っ
た
＜
納
得
い
き
ま
せ
ん
。
民
王
主
義
の
ア
メ

リ
カ
と
日
本
政
府
が
民
主
主
義
を
実
行
し
て
ほ

し
い
と
思
い
、
強
く
訴
え
ま
す
。
歳
と
っ
た
一
国

民
―
市
民
と
し
て
協
力
で
き
る
―
つ
の
手
段
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
運
動
の
成
功
を
祈
っ

て
ま
す
。
（
東
京
都
T
T
）
＊
ア
メ
リ
カ
の
海
兵

米
国
市
民
に
よ
り
伝
わ
る
紙
面
を
実
現
す
る

た
め
、
紙
面
製
作
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
(
W
G
)

を
結
成
し
ま
し
た
。
全
国
の
皆
さ
ん
か
ら
の
紙
面

製
作
に
関
す
る
提
案
、
意
見
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
こ
の
W
G
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
紙
面
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
も
う
少
し
で
紙
面
第
一
案

を
発
表
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

【
紙
面
製
作
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
】

紙
面
編
集
責
任
田
巻
一
彦
（
神
奈
川
・
脱
軍

備
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
）
・
レ
イ
ア

ウ
ト
・
版
下
製
作
新
倉
裕
史
（
神
奈
川
・
非
核
市

民
宣
言
運
動
ヨ
コ
ス
カ
）
・
翻
訳
（
英
文
チ
ェ
ッ

ク
）
ジ
ェ
ン
ス
・
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
（
東
京
・

「A
M
P
O
」
編
集
部
）
キ
ャ
ロ
リ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス

（
沖
縄
・
基
地
軍
隊
を
許
さ
な
い
行
動
す
る
女
た

ち
の
会
）
・
文
章
検
討
l

写
真
選
定
伊
波
洋
一

（
沖
縄
・
沖
縄
県
議
）
・
山
中
悦
子
（
神
奈
川
・
脱
軍

備
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
）
・
湯
浅
一

郎
（
広
島
・
ピ
ー
ス
リ
ン
ク
呉
・
広
島
・
岩
国
）
．

神
田
公
司
（
熊
本
・
く
ま
も
と
市
民
セ
ン
タ
ー
）
．

青
木
雅
彦
（
兵
庵
・
反
戦
ド
タ
バ
タ
会
議
）
・
全

体
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
浦
田
龍
次
（
大
分
・
ロ
ー
カ

ル
Z
3
T
大
分
・
日
出
生
台
）

＊
賛
同
カ
ン
パ
募
集
期
間
を
延
長
し
て
掲
載
実

現
を
め
ざ
し
ま
す
！
現
在
の
集
約
状
況
か
ら

鑑
み
、
賛
同
カ
ン
パ
の
募
集
期
間
を
延
長
し
た
い

（
二
五
ペ
ー
ジ
下
段
へ
）

米海兵隊は日本にいらない！」米紙

意見広告運動98概要
■―口 1000円より

■郵便振替口座 01710-3-57680 
■口座名義 米紙意見広告を実現する会
8月20日以降、 10日ごとに10月いっぱいま

で集約を行います。

◆事務局 松村真知子浦田龍次

〒879-51大分県大分郡湯布院町川

上1525-12 tel&fax 

0977-85-5003 〔e-

mailyufukiri@fat.coara.or.jp◆ホームページ

http://www.coara.or.jp/~yufukiri/ 
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「周辺事態法案」申し入れへの
神奈川県内自治体の回答集計
1998.8.28 

［ i 
国への要望

国からの 市民生活 政府に 自治体

具体的説 に影響あ 対し情 の意向 今後の姿勢 その他意見

明なし り 報提供 を尊重
を求め するべ

る き

1．愛川町

゜
情報収集と国会審議を見守る

2．厚木市

゜
国会審議を注視する

3．南足柄市

゜
国会審議を注視する． 4．海老名市

゜゚ ゜゚
国会審議を見守る

5．大井町

゜
情報収集と国会審議を見守る 住民生活を第一に

6．小田原市 情報収集と国会審議を見守る

7．川崎市

゜゚ ゜
市民の平和と安全を優． 8．相模原市

゜゚ ゜
国会審議を注視する 国会で十分論議を． 9．座間市
゜゚

国会審議を見守る 危惧の念

10．真鶴町

゜
情報収集と国会審議を注視すそ 危惧の念． 11.逗子市

゜ ゜゚
国会審議を見守る

12．中井町 慎重に論議を

13．秦野市

゜
国会審議を見守る 重大な関心

14．平塚市

゜ ゜゚
情報収集と国会審議を見守る

15．開成町 国会審議を注視する 危惧の念． 16．藤沢市
゜

情報収集と国会審議を見守る． 17．綾瀬市
゜゚ ゜゚

情報収集と国会審議を見守る

18．鎌倉市

゜
情報収集と国会審議を注視すそ

19．三浦市

゜
情報収集 市民生活を脅かさぬよ

20．山北町

゜
情報収集と国会審議を注視すそ． 21．大和市
゜゚ ゜

市民生活を第一に
危惧の念． 22．横須賀市

゜゚ ゜゚
情報収集

23．湯河原町

゜ ゜゚
情報収集と国会審議を見守る． 24．横浜市

゜ ゜゚
情報収集と国会審議を注視すそ． 25．神奈川県

゜ ゜゚
情報収集と国会審議を注視すそ

15 8 12 13 

自
治
体
は

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
関
連
法
案
を

ど
う
受
け
と
め
て
い
る
の
か
『

申
し
入
れ
へ
の
回
答
と
分
析

神
奈
川
県
内
の
反
基
地
平
和
の
市
民
グ
ル
ー
プ
で
構
成
す
る
、
す
ぺ
て
の
基
地
に
「
N
0
」
を
・
フ
ァ
イ
ト
神
奈

川
(
C
P
編
集
部
も
参
加
）
は
、
こ
の
5
月
か
ら
行
っ
て
き
た
「
周
辺
事
懲
法
案
」
に
関
す
る
自
治
体
へ
の
申
し
入

れ
に
対
す
る
回
答
を
ま
と
め
、
八
月
二
八
日
発
表
し
た
。
申
し
入
れ
で
は
、
こ
の
法
案
に
対
す
る
自
治
体
の
見

解
を
、
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
で
な
く
、
自
由
な
形
式
で
回
答
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
以
下
は
「
集
計
と
分
析
」
で
あ
る
。

(

1

)

回
収
率
に
つ
い
て

県
下
三
八
自
治
体
の
六
六
％
、
二
五
の
自
治
体

か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。
無
名
の
市
民
団
体
の
、
そ

れ
も
初
め
て
の
申
し
入
れ
に
対
し
、
こ
の
回
答
率

は
予
想
も
し
な
か
っ
た
高
率
だ
。
こ
れ
は
、
周
辺

事
態
法
案
に
対
す
る
関
心
と
、
さ
ら
に
い
え
ば
警

戒
心
の
高
さ
の
現
れ
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

備
考
欄
に
も
あ
る
よ
う
に
、
四
自
治
体
が
、
「
危

惧
の
念
」
を
表
明
し
、
同
じ
く
四
自
治
体
が
「
市
民

生
活
を
第
一
に
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
も
警
戒

心
は
明
ら
か
だ
。

ま
た
、
神
奈
川
県
基
地
関
係
県
市
連
絡
協
議
会

（
県
、
横
浜
、
相
模
原
、
藤
沢
、
逗
子
、
大
和
、
海
老

名
、
座
間
、
綾
瀬
）
参
加
自
治
体
の
回
答
率
が
一
〇

(

2

)

国
か
ら
の
説
明
に
つ
い
て

回
答
の
あ
っ
た
二
五
自
治
体
の
六
0
%
、
一
五

自
治
体
が
、
国
か
ら
具
体
的
な
説
明
が
な
い
こ

と
、
し
た
が
っ
て
法
案
に
対
す
る
判
断
が
で
き
な

い
と
述
べ
て
い
る
。

政
府
は
防
衛
施
設
庁
職
員
、
自
衛
官
を
自
治
体

に
派
遣
し
、
関
係
資
料
を
置
い
て
行
く
だ
け
で
、

個
々
の
説
明
は
行
っ
て
い
な
い
。
自
治
体
が
組
み

込
ま
れ
る
内
容
を
も
つ
法
案
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

具
体
的
な
説
明
が
な
い
こ
と
に
、
多
く
の
自
治
体

は
不
満
と
、
不
安
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
と

0
％
だ
っ
た
こ
と
に
も
、
そ
れ
は
は
っ
き
り
と
あ

ら
わ
れ
て
い
る
。

多
く
が
「
不
安
」
と
「
危
惧
」
抱
く

(

3

)

市
民
生
活
に
影
響
あ
り

政
府
か
ら
の
説
明
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
法

案
の
内
容
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
で
答
え
る
自
治

体
は
多
く
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
八
自
治
体

（
ニ
―
%
)
が
法
案
は
市
民
生
活
に
影
響
あ
る
と

答
え
た
。
も
ち
ろ
ん
残
り
の
自
治
体
が
、
影
響
な

し
と
判
断
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
る
か
な

い
か
の
判
断
を
で
き
る
ほ
ど
の
情
報
を
提
供
さ

れ
て
い
な
い
、
と
い
う
の
が
実
態
だ
。
そ
ん
な
中

で
、
八
自
治
体
が
市
民
生
活
に
影
響
あ
り
と
答
え

て
い
る
こ
と
は
、
や
は
り
注
目
す
べ
き
こ
と
だ
ろ

、つ。
(

4

)

国
へ
の
要
望

十
二
の
自
治
体
（
四
八
％
）
が
国
に
情
報
提
供

を
求
め
、
十
三
の
自
治
体
（
五
二
％
）
が
自
治
体
の

音
寓
四
を
尊
重
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
短
い
回
答

文
の
な
か
に
、
政
府
へ
の
要
望
が
か
な
り
は
っ
き

り
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
今
回
の
回
答

の
特
徴
だ
。

「
県
市
連
絡
協
議
会
」
十
自
治
体
で
集
計
す
る

と
、
情
報
提
供
、
意
向
尊
重
は
そ
れ
ぞ
れ
九
自
治

体
（
九
0
%
)
と
い
う
高
率
に
な
る
。
関
係
自
治
体

の
声
は
、
自
治
体
の
意
向
を
無
視
し
た
法
案
作
り

に
、
強
い
「
危
惧
の
念
」
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
、

あ
ら
た
め
て
確
認
さ
れ
た
形
と
な
っ
た
。
●
◆

れ
る
。
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米

軍

磯

の

低

空

飛

行

訓

練

に

悩

ま

さ

れ

て

い

る

十

三

都

府

県

の

自

冶

体

や

市

民

団

体

な

ど

か

ら

的

百

十

人

か

集

ま

り

二

十

五

日

、

広

島

県

双

三

郡

君

田

村

で

、

「

米

軍

磯

の

低

空

飛

行

訓

練

な

ど

被

害

関

係

者

全

国

交

流

会

」

か

開

か

れ

た

つ

広

島

県

北

部

の

ず

七

町

村

な

ど

が

加

盟

す

る

「

米

軍

の

ほ

空

飛

行

の

即

時

中

¥

'

止

を

求

め

る

県

北

連

絡

会

」

（

会

ー（
、
長
•
藤
原
屑
隆
君
田
村
長
）
な

ど

が

呼

び

か

げ

た

初

の

全

国

集

17版 第 37 5 1 7号 g手625年5月48第三種郵便物認可）

竺
報
告
⑲

ヵヵ洋平太アジア

十

一

月

の

県

知

事

選

の

告

示

日

ま

で

ニ

ヶ

月

を

切

ろ

う

と

す

る

今

、

日

米

両

政

府

を

巻

き

込

ん

で

膠

着

状

態

を

続

け

る

沖

縄

の

米

軍

基

地

問

題

は

、

県

知

事

選

挙

後

ま

で

解

決

の

糸

口

を

見

い

出

せ

そ

う

に

な

い

。
一

九

九

五

年

の

少

女

へ

の

事

件

に

端

を

発

し

た

沖

縄

県

民

の

米

車

基

地

に

対

す

る

怒

涛

の

よ

う

な

怒

り

は

日

米

両

政

府

を

動

か

し

、

翌

九

六

年

四

月

の

劇

的

な

普

天

間

飛

行

場

全

面

返

還

の

日

米

両

政

府

合

意

と

な

っ

た

。

そ

し

て

、

橋

本

政

権

の

下

で

大

田

沖

縄

県

知

事

が

沖

縄

振

興

策

へ

傾

倒

す

る

こ

と

に

よ

り

沖

縄

県

と

官

邸

と

の

甘

い

蜜

月

が

醸

し

出

さ

れ

て

き

〒901-22

沖縄県宜野湾市志真志517-1

沖縄孔ズト教平和センダ一気付

TEL 098(898)6628 

FAX 098(897)6653 

郵便振替鹿児島2-11249

卜
会

て

、

訓

練

の

即

時

中

止

を

求

め

て

連

携

を

強

化

す

る

こ

と

な

ど

を

盛

り

込

ん

だ

ア

ピ

ー

ル

を

採

択

し

た

。

【

3面
に

関

連

記

事

】

全

国

に

少

な

く

と

も

八

つ

あ

る

低

空

飛

行

ル

ー

ト

の

う

ち

、

四

国

か

ら

紀

伊

半

島

に

伸

び

る

「

オ

レ

ン

ジ

ル

ー

ト

」

の

コ

ー

ス

上

に

あ

る

高

知

県

本

山

町

や

和

歌

山

県

龍

神

村

の

職

員

、

空

中

戦

を

墨

疋

し

た

訓

練

が

行

わ

れ

て

い

る

群

男

嗅

渋

川

市

、

さ

「

沖

縄

か

ら

」

「

沖

縄

ボ

イ

ス

」

編

集

委

員伊
波
洋
一

（
沖
縄
県
議
会
議
員
・
元
沖
縄
中

部
地
区
労
事
務
局
長
）

ら

に

在

日

米

軍

基

皿

や

自

衛

隊

し

た

]

＿

ダ

ム

の

え

ん

堤

す

れ

て

雫

．

基

地

が

あ

る

岩

国

、

呉

市

、

神

す

れ

に

飛

行

し

た

」

な

ど

と

訴

ぷ

會

奈

川

県

厚

木

市

の

市

民

団

体

な

え

る

と

と

も

に

、

「

運

動

の

輪

[

‘

ち

が

参

加

し

た

。

）

を

全

国

に

広

げ

よ

う

」

「

自

治

m
r

県

北

連

絡

会

の

籐

原

会

長

は

体

が

運

動

の

先

頭

に

立

ち

、

訓

知

]

パ

「

低

空

飛

行

訓

練

に

よ

る

被

害

練

の

実

態

を

記

録

し

よ

う

」

と

勺

』

．

｀

―

は

全

国

的

に

放

置

で

き

な

い

問

呼

び

か

け

た

。

祈

し

＾

1

1

1

二l

題

。

思

想

・

信

条

の

違

い

を

超

交

流

会

は

今

後

、

二

回

目

の

，

．

、

J

｛

-

え
、
住
民
の
安
全
を
守
る
と
い
会
合
を
開
い
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
~
｛
｛

う

目

的

の

一

点

で

団

結

し

よ

化

を

図

リ

、

連

携

を

さ

ら

に

強

一

↑

う

」

と

あ

い

さ

つ

。

各

坦

か

ら

め

る

ほ

か

、

訓

練

中

止

を

求

め

a

こ
一

二

十

人

が

報

告

に

立

ち

、

一

ス

る

署

名

運

動

を

全

国

的

に

展

開

米

軍

機

に

よ

る

低

空

飛

行

訓

練

の

被

害

関

係

者

が

集

ま

っ

キ

ー

場

に

部

品

の

一

部

が

落

下

す

る

こ

と

な

と

を

決

め

た

。

た

全

国

交

流

会

（

広

島

属

君

田

村

の

一

森

〇

泉

一

）

た

。

し

か

し

、

普

天

間

飛

行

場

返

還

に

県

内

移

設

が

条

件

と

さ

れ

、

辺

野

古

沖

の

海

上

へ

海

上

ヘ

リ

基

地

と

さ

れ

る

こ

と

に

名

護

市

民

が

反

対

し

、

地

域

の

草

の

根

市

民

運

動

に

よ

る

市

民

投

票

が

実

施

さ

れ

、

海

上

ヘ

リ

基

地

建

設

に

反

対

す

る

名

護

市

民

の

意

思

が

確

定

す

る

中

で

、

建

設

予

定

海

域

で

の

国

際

保

護

鳥

獣

ジ

ュ

ゴ

ン

の

出

現

な

ど

、

環

境

保

護

運

動

や

新

た

な

基

地

建

設

反

対

運

動

の

高

ま

り

に

よ

っ

て

県

民

世

論

も

建

設

反

対

に

傾

斜

し

、

九

八

年

二

月

に

は

大

田

県

知

事

が

海

上

ヘ

リ

基

地

建

設

に

反

対

の

意

思

を

表

明

し

、

政

府

と

の

蜜

月

も

終

わ

っ

た

。

そ

し

て

、

沖

縄

県

に

対

す

る

日

本

政

府

に

よ

る

「

シ

カ

ト

」

状

態

が

始

ま

っ

た

。

甘

い

蜜

月

の

中

で

昨

年

「

自

民

党

か

ら

知

事

選

挙

で

大

田

知

事

の

対

抗

馬

を

出

さ

せ

な

い

」

と

ま

で

言

い

切

っ

て

い

た

野

中

自

民

党

幹

事

長

代

理

（

当

時

）

は

、

大

田

知

事

の

海

上

ヘ

リ

基

地

建

設

反

対

表

明

で

裏

切

ら

れ

た

思

い

で

「

キ

レ

テ

」

し

ま

っ

て

以

来

、

大

田

知

事

を

名

指

し

で

批

判

し

て

き

た

が

、

新

た

に

発

足

し

た

小

渕

内

閣

の

官

房

長

官

に

就

任

し

た

野

中

氏

は

橋

本

退

陣

の

際

に

大

田

知

事

が

上

京

し

て

礼

を

尽

く

さ

な

か

っ

た

こ

と

を

理

由

に

「

大

田

知

事

は

人

の

道

に

反

す

る

」

と

ま

で

記

者

会

見

で

罵

倒

し

た

。

沖

縄

の

県

民

感

情

の

逆

な

で

す

る

こ

と

に

な

っ

た

野

中

氏

の

発

言

は

、

沖

縄

県

民

の

記

憶

に

永

く

刻

ま

れ

る

だ

ろ

う

。

野

中

長

官

は

、

沖

縄

県

の

政

府

折

衝

団

に

会

翡
輝
全
国
集
会
で
連
携

P
デ
ー
• 

自
治
体
が
連
携
し
て
異
議
申
し
立
て
へ
（
詳
細
は
次
号
）

沖

縄

で

は

保

革

が

健

在

藩
l

h

-

じb
す

・

'

,

.

9
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」
軍
害
，
ロ

．

米

袴

‘

n

,

わ

な

い

よ

う

に

関

係

大

臣

に

要

請

し

た

と

い

う

か

ら

、

「

惚

れ

て

い

た

相

手

」

に

裏

切

ら

れ

て

憎

さ

百

倍

と

い

う

と

こ

ろ

な

の

だ

ろ

う

。

全

国

的

に

は

旧

来

の

保

革

の

区

分

け

が

過

去

の

も

の

と

な

っ

て

久

し

い

が

、

沖

縄

で

は

「

革

新

」

と

「

保

守

」

が

厳

然

と

機

能

し

て

い

る

。

地

元

紙

の

紙

面

の

ト

ッ

プ

に

「

革

新

」

や

「

保

守

」

の

大

見

出

し

を

発

見

し

、

タ

イ

ム

ス

リ

ッ

プ

し

た

戸

惑

い

を

覚

え

た

と

い

う

県

外

の

方

々

の

話

も

よ

く

聞

く

。

基

地

問

題

に

関

し

て

、

沖

縄

で

米

軍

基

地

に

反

対

し

て

い

る

の

が

「

革

新

」

で

、

日

米

安

保

を

肯

定

し

米

軍

基

地

の

存

在

を

許

容

し

て

い

る

の

が

「

保

守

」

と

言

う

こ

と

が

で

き

る

。

沖

縄

の

あ

ら

ゆ

る

選

挙

で

「

革

新

」

と

「

保

守

」

は

競

い

合

っ

て

い

る

。

今

年

の

市

長

選

挙

で

は

、

名

護

市

、

沖

縄

市

、

具

志

川

市

で

保

守

が

勝

ち

、

石

垣

市

、

平

良

市

、

石

川

市

で

革

新

が

勝

っ

た

。

現

在

、

六

対

四

で

革

新

市

長

が

優

勢

を

保

っ

て

い

る

。

沖

縄

で

は

、

保

革

の

構

図

は

極

め

て

わ

か

り

易

い

。

七

月

の

参

議

院

選

挙

も

沖

縄

で

は

政

党

間

の

争

い

で

は

な

く

、

保

革

の

争

い

で

あ

っ

た

。

そ

し

て

、

革

新

の

島

袋

宗

康

氏

が

勝

利

し

た

。

県

知

事

選

挙

ス

タ

ー

ト

奮
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十
一
月
十
五
日
に
行
な
わ
れ
る
県
知
事
選
挙

で
現
職
の
大
田
知
事
が
三
期
目
を
目
指
し
て
八

月
二
十
五
日
に
出
馬
表
明
と
基
本
政
策
の
発
表

を
行
な
っ
た
。
海
上
ヘ
リ
基
地
建
設
に
反
対
す
る

大
田
知
事
は
、
基
本
政
策
の
最
初
の
三
つ
に
米
軍

基
地
政
策
を
掲
げ
た
。

第
一
に
、
憲
法
の
精
神
と
沖
縄
の
歴
史
の
教
訓

を
踏
ま
え
た
平
和
行
政
の
推
進
と
普
天
間
飛
行

場
の
返
還
な
ど
基
地
問
題
、
戦
後
処
理
の
解
決
。

第
二
に
、
二

0
一
五
年
ま
で
の
米
軍
基
地
の
計
画

的
・
段
階
的
な
返
還
。
基
地
従
業
員
の
雇
用
問
題

の
解
決
と
跡
地
利
用
の
た
め
の
法
制
度
な
ど
の

実
現
。
第
三
に
、
返
還
基
地
跡
地
の
環
境
汚
染
の

浄
化
責
任
の
明
確
化
、
財
政
的
措
置
な
ど
の
特
別

立
法
化
。
以
上
の
よ
う
に
最
初
の
三
つ
の
基
本
政

策
に
基
地
政
策
を
掲
げ
た
こ
と
は
、
基
地
問
題
解

決
に
向
け
た
大
田
知
事
の
並
々
で
な
い
決
意
を

示
し
て
い
る
。
六
千
五
百
名
余
の
基
地
従
業
員
で

組
織
さ
れ
る
全
駐
労
沖
縄
地
区
本
部
も
大
田
知

事
の
基
地
従
業
員
対
策
を
評
価
し
て
県
知
事
選

挙
で
の
大
田
知
事
の
推
薦
を
八
月
二
十
九
日
の

定
期
大
会
で
決
定
し
た
。
全
駐
労
出
身
で
保
守
側

か
ら
知
事
選
出
馬
を
要
請
さ
れ
社
民
党
を
離
れ

た
上
原
康
助
衆
議
院
議
員
は
、
揺
れ
続
け
た
あ
げ

＜
七
月
二
十
一
日
に
正
式
に
不
出
馬
を
表
明
し

た
。
一
方
、
保
守
側
は
、
上
原
康
助
氏
を
担
ぎ
出

す
事
に
は
失
敗
し
た
が
、
県
経
営
者
協
会
長
等
を

県
財
界
の
要
職
を
務
め
て
き
た
稲
嶺
恵
一
氏
を

る
基
地
や
道
路
を
目
標
と
し
て
事
前
選
定
し
て

お
り
、
沖
縄
住
民
の
こ
と
な
ど
考
慮
し
て
は
い
な

か
っ
た
。

米
国
の
核
兵
器
専
門
家
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ー

キ
ン
氏
も
「
こ
の
よ
う
な
作
戦
計
画
の
存
在
が
明

ら
か
に
な
っ
た
の
は
初
め
て
だ
ろ
う
」
と
話
し
て

お
り
、
沖
縄
が
核
戦
争
シ
ナ
リ
オ
の
真
っ
た
だ
中

に
い
た
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。

七
月
に
米
国
防
総
省
が
明
ら
か
に
し
た
七
〇

年
代
の
知
花
弾
薬
庫
へ
の
サ
リ
ン
貯
蔵
、
一
九
九

五
年
末
の
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
実
射
訓
練
な
ど
沖
縄

に
米
軍
の
あ
ら
ゆ
る
兵
器
が
貯
蔵
さ
れ
、
使
用
さ

れ
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
さ

ら
に
驚
く
べ
き
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く

こ
と
だ
ろ
う
。

ヘ
リ
墜
落
事
故
の
波
紋

七
月
二
十
三
日
普
天
間
基
地
所
属
の
米
軍
U

H
1
ヘ
リ
（
第
三
十
一
海
兵
遠
征
部
隊
所
属
）
が

着
陸
に
失
敗
し
、
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
で
墜
落

し
機
体
も
大
破
す
る
事
故
が
発
生
し
た
。
同
型
機

の
事
故
は
沖
縄
返
還
後
に
す
で
に
十
一
回
発
生

し
て
い
る
。

し
か
し
、
米
軍
は
当
初
か
ら
軽
微
な
着
地
ミ
ス

で
負
傷
者
も
な
く
墜
落
で
は
な
い
と
し
、
県
へ
の

通
報
対
象
外
で
あ
る
と
主
張
し
続
け
た
。
那
覇
防

衛
施
設
局
を
通
し
て
の
米
軍
か
ら
の
通
報
が
五

知
事
候
補
に
担
ぎ
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
稲
嶺

氏
は
、
元
参
議
院
議
員
の
父
が
築
い
た
琉
球
石
油

グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
で
あ
り
、
県
内
財
界
の
プ
リ

ン
ス
と
し
て
幅
広
く
活
躍
し
て
お
り
、
手
強
い
相

手
と
な
る
だ
ろ
う
。
ニ
ヶ
月
と
い
う
短
期
間
に
知

名
度
を
拡
げ
る
の
は
、
困
難
な
面
も
あ
る
が
、
保

革
の
枠
組
み
の
し
っ
か
り
し
て
い
る
沖
縄
で
は

固
定
票
も
し
つ
か
り
し
て
お
り
、
稲
嶺
氏
へ
の
保

守
側
の
期
待
が
大
き
い
だ
け
に
政
府
の
後
押
し

で
互
角
の
選
挙
に
な
り
そ
う
だ
。

沖
縄
で
核
戦
争
計
画

一
九
五

0
年
代
後
半
に
沖
縄
駐
留
米
軍
が
、
ソ

連
な
ど
敵
の
沖
縄
侵
攻
に
対
抗
す
る
た
め
に
在

沖
米
軍
基
地
が
敵
に
占
領
さ
れ
た
際
に
各
基
地

ご
と
に
核
攻
撃
を
行
な
う
計
画
を
持
っ
て
い
た

こ
と
が
八
月
二
日
の
新
聞
報
道
で
明
ら
か
に

な
っ
た
。
計
画
は
現
在
も
駐
留
し
て
い
る
米
第
三

海
兵
師
団
が
五
七
年
十
月
十
四
日
付
で
作
成
し

た
「
作
戦
計
画
4
|
5
7
（
琉
球
諸
島
の
地
上
防

衛
戦
）
」
の
一
部
。
米
原
子
力
法
に
よ
り
公
開
さ
れ

て
い
な
い
が
、
米
国
の
外
交
史
研
究
者
が
ワ
シ
ン

ト
ン
の
海
兵
隊
歴
史
セ
ン
タ
ー
で
見
つ
け
た
も

の。
「
嘉
手
納
飛
行
場
、
関
連
核
兵
器
貯
蔵
施
設
な

ど
最
重
要
防
衛
地
点
」
が
集
中
す
る
本
島
中
部
の

石
川
地
区
か
ら
南
を
「
い
か
な
る
犠
牲
を
払
っ
て

時
間
も
遅
れ
た
。
事
故
直
後
か
ら
墜
落
現
場
の
宜

野
座
村
福
山
区
で
は
米
軍
の
救
急
車
両
等
が
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
区
内
を
通
っ
て
現
場
へ
出

入
り
し
て
お
り
、
何
が
起
こ
っ
た
の
か
知
ら
さ
れ

な
い
福
山
区
民
は
大
き
な
不
安
を
ど
う
す
る
こ

と
も
で
き
な
か
っ
た
。
米
軍
は
事
故
翌
日
の
宜
野

座
村
長
の
現
場
視
察
も
拒
否
し
、
浦
崎
克
村
長
は

那
覇
防
衛
施
設
局
と
県
に
抗
議
と
原
因
究
明
な

ら
び
に
再
発
防
止
を
強
く
申
し
入
れ
た
。

米
軍
は
演
習
地
内
で
の
墜
落
事
故
を
軽
い
着

陸
ミ
ス
と
し
て
隠
す
つ
も
り
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、

琉
球
新
報
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
取
材
ヘ
リ
で
墜
落

現
場
の
模
様
を
撮
影
し
翌
日
の
新
聞
で
報
道
し

た
の
で
、
着
陸
地
点
か
ら
四
百
メ
ー
ト
ル
も
離
れ

て
墜
落
し
た
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
米
軍
は
七
月
三
十
一
日
に
現
場
近
く

の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
で
県
や
宜
野
座
村
、
マ
ス
コ
ミ
各

社
に
説
明
会
を
行
な
っ
た
が
、
墜
落
で
は
な
く
パ

ワ
ー
を
失
い
樹
木
の
上
に
「
座
っ
た
」
と
説
明
、
乗

組
員
の
一
人
は
腕
を
骨
折
し
て
い
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。

同
日
、
現
場
近
く
の
ゲ
ー
ト
で
「
海
上
ヘ
リ
基

地
建
設
反
対
・
平
和
と
名
護
市
政
民
主
化
を
求
め

る
協
議
会
」
が
抗
議
集
会
を
開
催
し
た
。
地
元
か

ら
「
子
ど
も
の
未
来
を
守
る
松
田
父
母
の
会
」
メ

ン
バ
ー
等
が
参
加
し
た
。

七
月
二
十
七
日
に
は
宜
野
座
村
議
会
が
抗
議

決
議
を
行
な
い
関
係
機
関
に
抗
議
、
要
請
し
た
。

も
守
る
」
と
し
、
必
要
な
ら
核
兵
器
を
用
い
る
と

明
記
し
て
い
る
。
米
軍
基
地
や
主
要
道
路
、
橋
梁

な
ど
計
三
十
一
ヶ
所
を
設
定
し
、
使
用
す
る
核
弾

頭
の
種
類
や
起
爆
設
定
高
度
を
詳
し
く
決
め
て

い
た
。
各
地
点
に
対
応
す
る
核
兵
器
の
兵
器
番
号

も
定
め
ら
れ
て
お
り
、
核
戦
争
計
画
に
沿
っ
て
担

当
す
る
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
部
隊
や
砲
撃
部
隊
に

よ
っ
て
核
弾
頭
が
事
前
に
保
管
さ
れ
管
理
さ
れ

て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

嘉
手
納
飛
行
場
の
場
合
は
、

4
7
キ
ロ
ト
ン
の

M
K
7
核
弾
頭
を
地
上
―

1
0
0フ
ィ
ー
ト
（
約

三
三

0
メ
ー
ト
ル
）
の
上
空
で
爆
発
さ
せ
る
と
し

て
い
る
。
広
島
に
落
さ
れ
た
原
爆
が
推
定
約
十
三

キ
ロ
ト
ン
で
あ
り
、
そ
の
三
倍
を
超
え
る
原
爆
が

落
さ
れ
る
計
画
だ
っ
た
。
事
前
に
選
定
さ
れ
た
目

標
が
十
一
ヶ
所
あ
る
が
、
使
わ
れ
る
予
定
で
あ
っ

た
十
一
個
の
核
弾
頭
を
総
計
す
る
と
百
六
十
二

キ
ロ
ト
ン
に
な
り
、
実
に
広
島
型
原
爆
の
十
二
個

分
よ
り
大
き
い
。
ま
さ
に
沖
縄
本
島
の
全
土
を
崩

壊
さ
せ
る
作
戦
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

同
計
画
に
は
警
告
の
方
針
も
示
さ
れ
て
い
る

が
、
味
方
の
地
上
部
隊
へ
も
最
低
十
分
前
か
ら
三

十
分
を
超
え
な
い
範
囲
で
事
前
に
警
告
す
る
と

し
て
い
お
り
、
核
攻
撃
に
つ
い
て
住
民
に
知
ら
せ

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
一
般
住

宅
地
域
、
病
院
、
孤
児
院
、
港
湾
施
設
な
ど
に
は
、

軍
事
的
必
要
性
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
通
常
は
許

可
し
な
い
と
し
て
い
る
が
、
住
民
地
域
の
中
に
あ

沖
縄
県
議
会
も
八
月
三
日
に
意
見
書
と
抗
議
決

議
を
採
択
し
、
代
表
団
が
総
領
事
館
や
在
沖
米
軍

調
整
官
事
務
所
、
那
覇
防
衛
施
設
局
な
ど
に
抗
議

し
、
上
京
し
て
外
務
省
や
首
相
官
邸
、
横
田
の
在

日
米
軍
司
令
部
、
米
大
使
館
な
ど
に
抗
議
、
要
請

を
行
っ
た
。

在
日
米
軍
の
事
件
・
事
故
の
通
報
体
制
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
昨
年
九
七
年
三
月
三
十
一
日
付
で

日
米
間
で
合
意
さ
れ
て
お
り
、
公
共
の
安
全
、
環

境
に
影
響
を
及
ぽ
す
お
そ
れ
の
あ
る
事
件
・
事
故

が
発
生
し
た
場
合
、
直
ち
に
日
本
側
に
通
報
す
べ

き
旨
を
明
記
し
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
事
例
と

し
て
第
一
番
目
に
「
(

a

)

墜
落
、
投
棄
、
危
険
物
の

落
下
等
の
航
空
機
に
係
る
事
件
」
を
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。今
回
、
米
軍
が
墜
落
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い

る
の
は
、
日
米
で
合
意
し
た
取
り
決
め
で
は
墜
落

は
当
然
即
時
通
報
と
な
る
べ
き
だ
が
、
米
軍
が
演

習
場
内
で
の
事
故
と
し
て
処
理
し
通
報
し
な

か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

明
ら
か
に
墜
落
と
わ
か
る
写
真
報
道
で
、
外
務

省
も
同
ヘ
リ
事
故
が
通
報
対
象
と
す
る
こ
と
が

適
切
で
あ
る
と
の
見
解
を
七
月
二
十
九
日
に
示

し
た
。
沖
縄
県
議
会
の
代
表
団
に
対
し
て
も
高
村

外
相
が
同
ヘ
リ
事
故
は
通
報
対
象
と
な
る
べ
き

で
あ
り
、
通
報
手
続
き
の
見
直
し
に
つ
い
て
米
軍

と
協
議
し
て
い
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

私
も
県
議
会
代
表
団
の
一
人
だ
っ
た
の
で
、
同
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型
へ
り
が
普
天
間
基
地
の
あ
る
宜
野
湾
市
の
住

民
地
域
上
空
を
毎
日
何
十
回
も
飛
ん
で
お
り
、
宜

野
湾
市
で
起
こ
れ
ば
住
宅
密
集
地
で
の
大
災
害

に
な
る
こ
と
に
間
違
い
な
く
、
こ
の
よ
う
な
墜
落

事
故
を
軽
微
な
事
故
と
処
理
す
る
の
な
ら
、
住
民

地
域
上
空
の
飛
行
を
す
べ
て
禁
止
す
る
よ
う
横

田
の
在
日
米
軍
に
強
く
申
し
入
れ
た
。

日
米
間
で
取
り
決
め
ら
れ
た
合
意
事
項
に
つ

い
て
も
、
米
軍
が
基
地
内
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と

を
隠
そ
う
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
が
今
回
の
墜

落
事
故
で
明
確
に
な
っ
た
。
在
日
米
軍
の
事
件
・

事
故
の
通
報
体
制
の
強
化
を
求
め
て
い
く
こ
と

は
重
要
だ
。
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
に
つ
い
て

も
「
(

e

)

危
険
物
、
有
害
物
又
は
放
射
性
物
質
の

誤
使
用
、
廃
棄
、
流
失
又
は
漏
出
の
結
果
と
し
て

実
質
的
な
汚
染
が
生
ず
る
相
当
な
蓋
然
性
」
が
項

目
と
し
て
合
意
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
基
地
内
環

境
汚
染
問
題
の
解
明
の
た
め
に
も
通
報
基
準
の

明
確
化
と
見
直
し
が
有
効
な
手
段
を
提
供
す
る

だ
ろ
う
。

基
地
汚
染
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

地
元
紙
の
琉
球
新
報
が
八
月
十
七
日
か
ら
米

軍
基
地
の
環
境
汚
染
問
題
を
点
検
す
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
報
道
を
始
め
た
。
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
ま
で
掲
載
し
、
し
ば
ら
く
続
く
も
の
と
思
わ
れ

る
。
反
響
が
大
き
く
、
日
曜
日
も
特
集
記
事
を
掲

れ
ず
素
手
で
い
つ
も
の
よ
う
に
油
の
染
み
込
ん

だ
土
を
重
機
の
シ
ャ
ベ
ル
で
掘
り
起
こ
し
、
ド
ラ

ム
缶
に
詰
め
る
作
業
を
六
時
間
に
わ
た
っ
て
繰

り
返
し
、
翌
日
も
同
様
に
土
を
詰
め
て
い
き
、
二

日
間
で
約
百
本
の
ド
ラ
ム
缶
が
並
ん
だ
。
し
か

し
、
「
何
か
変
だ
な
」
と
思
っ
た
の
は
、
一
緒
に
作

業
を
し
て
い
た
数
人
の
米
軍
人
が
み
ん
な
マ
ス

ク
と
防
護
服
に
身
を
包
ん
で
い
た
か
ら
だ
っ
た
。

そ
こ
で
、
係
官
に
作
業
内
容
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

初
め
て

P
C
B
に
汚
染
さ
れ
た
土
壌
の
除
去
作

業
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。
安
全
管
理
者
を

呼
ん
で
、
こ
れ
以
上
作
業
は
で
き
な
い
と
訴
え
た

ら
、
す
ぐ
に
軍
人
と
同
じ
防
護
服
と
手
袋
が
支
給

さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の

P
C
B
汚
染
事
故
は
、
九

一
年
十
一
月
の
米
下
院
の
軍
事
委
員
会
の
海
外

基
地
調
査
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
レ
イ
報
告
で
明
ら

か
に
な
り
、
太
平
洋
軍
備
撤
廃
運
動
(
P
C
D
S
)

の
国
際
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
梅
林
宏
道
氏
が
米

国
の
情
報
公
開
法
で
関
連
資
料
を
入
手
し
て
詳

細
が
明
か
に
な
っ
た
。
そ
の
資
料
に
よ
る
と
ハ
ワ

イ
の
太
平
洋
空
軍
司
令
部
に
打
電
し
た
報
告
電

報
に
は
「
も
し
万
一
、
こ
の
出
来
事
が
一
般
住
民

の
知
る
と
こ
ろ
と
な
れ
ば
、
住
民
か
ら
の
厳
し
い

反
発
が
予
想
さ
れ
る
。

P
C
B
油
漏
れ
の
件
に
つ

い
て
の
情
報
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
米
軍
内
部
に
限

ら
れ
て
い
る
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
ど
ん
な
に
沖
縄

住
民
や
日
本
国
民
へ
危
険
な
も
の
で
も
米
国
や

米
軍
の
利
益
・
不
利
益
を
第
一
に
考
え
行
動
す
る

載
し
て
い
る
。

米
国
で
は
大
統
領
で
も
嘘
を
つ
い
た
ら
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
な
問
題
で
あ
っ
て
も
辞
め
さ
せ
ら
れ

か
ね
な
い
の
に
、
米
軍
は
重
大
な
事
故
や
環
境
汚

染
を
隠
し
て
も
、
日
本
政
府
か
ら
何
の
責
任
も
問

わ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
日
米
地
位
協

定
の
ぬ
る
ま
湯
が
作
り
出
し
て
い
る
米
軍
基
地

の
汚
染
の
実
態
を
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
暴
き

出
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

第
一
回
の
報
道
で
は
、
嘉
手
納
マ
リ
ー
ナ
の
近

い
嘉
手
納
基
地
内
に

P
C
B
の
入
っ
た
廃
油
オ

イ
ル
を
投
棄
す
る
た
め
に
周
囲
が
盛
り
土
さ
れ

た
直
径
約
二

0
メ
ー
ト
ル
の
露
天
の
た
め
池
が

七

0
年
代
末
ま
で
あ
っ
た
こ
と
を
元
基
地
従
業

員
の
取
材
で
明
か
に
し
た
。
建
設
省
国
土
地
理
院

の
一
九
七
七
年
の
航
空
写
真
に
は
黒
い
オ
イ
ル

の
た
め
池
が
く
つ
き
り
写
っ
て
い
る
。

元
基
地
従
業
員
の
話
に
よ
る
と
軍
の
指
示
で

一
度
に
ド
ラ
ム
缶
二
缶
分
（
約
四
百
十
六
リ
ッ
ト

ル
）
の
ト
ラ
ン
ス
オ
イ
ル
を
投
棄
し
て
い
た
と
い

う
。
民
間
の
回
収
業
者
が
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
な
ど

と
し
て
帆
ポ
ン
プ
車
で
回
収
し
て
い
た
よ
う
だ
。

回
収
業
者
の
話
に
よ
る
と
、
穴
は
深
さ
数
十
セ
ン

チ
で
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
な
ど
も
入
っ
て
い
た
よ

う
で
、
七

0
年
代
の
後
半
ま
で
あ
っ
た
。
七

0
年

代
末
に
埋
め
ら
れ
、
現
在
は
、
雑
草
や
樹
木
が
生

い
茂
っ
て
い
る
が
、
土
壌
が

P
C
B
で
汚
染
さ
れ

て
い
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。

米
軍
の
実
態
を
明
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

の
P
C
B事
故
は
、
米
国
議
会
の
調
査
団
が
明
か

に
す
る
ま
で
秘
密
裏
に
処
理
さ
れ
た
。
嘉
手
納

基
地
で
は
、
一
九
九
―
一
の
春
に
な
っ
て
変
圧
器
の

作
業
に
ビ
ニ
ー
ル
製
の
防
護
服
や
マ
ス
ク
な
ど

が
支
給
さ
れ
、
作
業
時
に
は
一
切
肌
を
露
出
さ
せ

な
い
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
そ
れ
ま
で
は
オ

イ
ル
に
素
手
を
突
っ
込
ん
で
コ
イ
ル
は
ず
し
な

ど
の
作
業
を
し
て
い
た
。
「

P
C
B
入
り
の
ト
ラ

ン
ス
オ
イ
ル
は
、
薄
い
青
み
が
か
っ
た
オ
イ
ル
で

き
れ
い
な
色
を
し
て
い
た
。
ツ
ー
ン
と
鼻
を
突
く

に
お
い
が
あ
っ
た
」
と
元
従
業
員
は
振
り
返
る
。

放
置
さ
れ
る
米
軍
廃
棄
物

第
四
、
五
回
は
、
米
軍
基
地
か
ら
の
廃
油
な
ど

有
害
廃
棄
物
が
、
県
内
の
回
収
業
者
を
通
し
て
県

内
に
出
回
り
、
最
終
的
に
放
置
さ
れ
て
い
る
実
態

が
報
じ
ら
れ
た
。
嘉
手
納
基
地
近
く
の
北
谷
町
の

埋
立
地
に
は
、
米
軍
基
地
か
ら
と
み
ら
れ
る
廃
油

の
満
ち
た
ド
ラ
ム
缶
や
変
圧
器
が
放
置
さ
れ
、
油

が
漏
れ
出
し
て
い
る
。
糸
満
市
の
「
ひ
め
ゆ
り
の

塔
」
近
く
の
許
可
期
限
が
終
了
し
た
産
業
廃
棄
物

最
終
処
分
場
に
は
、
米
海
兵
隊
の
タ
ン
ク
や
迷
彩

色
の
米
軍
車
両
、
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
な
ど
ま
で

が
山
積
み
さ
れ
て
い
る
。
業
者
は
一
ト
ン
三
千
円

で
落
札
し
、
廃
車
の
発
電
機
な
ど
の
部
品
を
外
し

て
利
益
を
生
む
と
い
う
が
、
残
っ
た
大
部
分
は
そ

ま
た
、
一
九
七
五
年
か
七
六
年
に
は
大
雨
で
た

め
池
の
盛
り
土
が
崩
れ
、
全
部
が
流
れ
出
た
こ
と

も
明
か
に
な
り
、

P
C
B
オ
イ
ル
が
流
れ
出
て
一

帯
の
海
域
を
汚
染
し
た
可
能
性
が
高
い
。

米
軍
基
地
内
で
は
日
本
人
従
業
員
に
は

P
C

B
オ
イ
ル
の
毒
性
な
ど
何
も
教
え
ら
れ
な
い
ま

ま、

P
C
B
の
入
っ
た
変
圧
器
に
素
手
を
突
っ
込

ん
で
作
業
を
し
て
い
た
。
沖
縄
返
還
(
-
九
七
二

年
）
ま
で
は
、
変
圧
器
の
古
く
な
っ
た
絶
縁
オ
イ

ル
を
交
換
す
る
際
、
古
い
オ
イ
ル
は
排
水
溝
に
流

し
て
い
た
と
い
う
。
当
時
は
絶
縁
油
と
し
て

P
C

B
が
使
わ
れ
て
お
り
、
大
量
の

P
C
B
が
排
水
溝

か
ら
海
に
流
さ
れ
た
。
沖
縄
返
還
後
、
変
圧
器
の

絶
縁
油
は
排
水
溝
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
廃
油

オ
イ
ル
タ
ン
ク
に
貯
蔵
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
民
間
の
廃
油
回
収
業
者
が
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー

で
回
収
し
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
な
ど
に
利
用
さ
れ

て
い
た
。

第
二
、
三
回
は
、
嘉
手
納
基
地
で
一
九
八
六
年

十
一
月
に
起
こ
っ
た
大
型
変
圧
器
か
ら

P
C
B

油
が
漏
れ
出
し
た
事
故
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
の

事
故
か
ら
八
日
後
の
十
二
月
三
日
に
油
が
漏
れ

出
し
て
黒
ず
ん
で
地
面
か
ら
現
場
の
土
を
掘
削

し
て
ド
ラ
ム
缶
に
詰
め
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た

重
機
運
転
手
の
日
本
人
従
業
員
は
、
何
も
知
ら
さ

の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
。

か
っ
て
、
米
軍
の
廃
品
や
放
出
品
は
沖
縄
住
民

に
と
っ
て
有
用
な
も
の
と
し
て
歓
迎
さ
れ
た
時

期
が
あ
っ
た
。
い
ま
で
も
基
地
の
集
中
す
る
本
島

中
部
地
域
に
は
米
軍
払
い
下
げ
品
店
の
看
板
を

掲
げ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
し
か
し
、
米
軍
は

中
身
の
説
明
も
し
な
い
で
安
易
な
廃
品
売
却
を

し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
有
害
廃
棄
物
が
拡
散
し

て
い
く
恐
れ
が
あ
り
放
置
で
き
な
い
。
第
六
、

七
回
は
、
普
天
間
飛
行
場
で
消
火
訓
練
と
し
て
廃

油
を
燃
や
し
て
い
る
庫
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。県

、
国
も
対
応

嘉
手
納
基
地
内
の

P
C
B
オ
イ
ル
廃
棄
の
た

め
の
露
天
堀
り
溜
め
池
の
報
道
は
、
地
元
の
嘉
手

納
町
民
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
嘉
手
納
町
議
会

は
八
月
二
十
六
日
に
「
P
C
B
投
棄
の
真
相
究
明

を
求
め
る
決
議
」
を
行
っ
た
。

県
も
粟
国
知
事
公
室
長
が
県
と
し
て
も
対
応

を
と
る
こ
と
を
明
か
に
し
、
基
地
対
策
室
で
は
嘉

手
納
基
地
に
照
会
し
た
。
県
の
事
実
照
会
と
立
ち

入
り
調
査
の
許
可
申
請
に
対
し
て
、
嘉
手
納
基
地

広
報
局
は
「
た
め
池
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
た
。

外
務
省
と
環
境
庁
も
新
聞
報
道
を
受
け
て
、
在

日
米
軍
に
事
実
関
係
を
照
会
し
て
い
る
。
環
境
庁

地
盤
環
境
室
で
は
「
米
軍
基
地
内
は
国
内
法
が
適

日
本
人
に
危
険
を
知
ら
せ
ず
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【
会
計
よ
り
】
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
会
費
・
夏
季
カ
ン
パ
を
お
送
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
一
人
お
一
人
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
会
費
か
ら

も
大
き
な
カ
ン
パ
、
小
さ
な
カ
ン
パ
か
ら
も
「
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
が
ん
ば
れ
！
」
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
実
は
最
近
よ
こ
は
ま
ス
タ
ッ
フ
の
時
間
と
体
力
が
と
う
と

う
底
を
つ
い
て
、
印
刷
は
ま
た
印
刷
屋
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ぶ
ん
活
動
に
集
中
し
ま
す
の
で
今
後
と
も
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
や
）

会計報告
(98.7.26~8.25) 

原子力艦
量證

［収入］
〇前月からの繰越し

〇今月の収入

会費収入

（内訳） 維持団体

維持個人

参加団体

参加個人

通信会員

カンパ収入

預金利子

資料収入

運動収入

［支出］
●今月の支出

事務所代 (9月分）

水道光熱費

電話FAX費

郵送費

文具・備品

印刷・コピー代

振り込み手数料

分担・参加費（ピーステポ）

雑費

●次月への繰越し

320,00, 

゜59,001 6,00( 
48,001 

207,001 

131,001 

10( 

゜゚

25 

40,001 

5,851 

3,27( 

57,371 

゜48,621 6,39( 
5,00( 

゜

440,12 

451,,0, 

166,52 

724,69' 

(102) 
1998.7.24~1998.8. 

s＝原子力潜水艦（原潜）スタージョン級
L＝原子力潜水艦（原潜）ロサンゼルス級

横須賀

♦ 7/31 14:03原潜グリーンピル（L)入港。

◇ 8/1 08:48原潜グリーンビル（L)出港。

◆ 8/7 10;12原潜アッシュピル（L)入港。

◇ 8/8 09:00原潜アッシュピル（L)出港．

◆ 8/8 16:36原潜アッシュピル（L)入港。

◇ 8/10 09:52原潜アッシュピル（L)出港。

◆ 8/24 10:05原潜バットフィッシュ（S)入港．

◆ 8/25 10:05原濯ヒューストン（L)入港。

◇ 8/31 09:56原潜ヒューストン（L)出港．
横須賀累計（うち原潜） ：20(20 

佐世保 なし

佐世保累計（うち原潜） ：8(8) 

朽イトビーテ（沖縄・霧運11J) なし

約イトピーテ累計（うち原潜） ：4(4: 

［訂正］精号 (101)
（誤）＜6/29>
（正） ＜6/27> 

●1998.1.1から8.31までの各地の原子力艦
入港数： （ ）内は原潜

横須賀 20 (20) 
佐世保 8 ( 8) 

朽イトピーテ 4 ( 4) 

合計 32 (32) 

「佐世保」に誤りがありました．
13:54 原漕ヒューストン出港
13:54 原漕ヒューストン出港

用
さ
れ
な
い
が
、
現
在
の
水
質
基
準
法
で
は
有
害

物
質
を
地
下
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ

て
い
る
」
と
説
明
。
今
回
の
基
地
内
汚
染
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
通
し
て
、
外
務
省
が
い
つ
も
言
っ
て

い
る
地
位
協
定
第
三
条
の
「
公
共
の
安
全
へ
の
考

慮
義
務
」
や
第
十
六
条
「
米
軍
も
日
本
の
法
令
尊

重
義
務
」
を
米
軍
が
守
っ
て
い
な
い
実
態
が
さ
ら

に
明
か
に
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
米
軍
基
地
に

対
し
て
国
内
法
の
適
用
免
除
に
加
え
て
、
地
位
協

定
第
四
条
に
よ
り
基
地
内
環
境
汚
染
に
つ
い
て

原
状
回
復
義
務
と
補
償
義
務
を
免
除
し
て
い
る

と
こ
ろ
に
根
本
的
原
因
が
あ
る
。
米
国
が
N
A
T

〇
諸
国
や
パ
ナ
マ
な
ど
と
締
結
し
た
地
位
協
定

で
は
、
本
文
も
し
く
は
補
足
協
定
で
基
地
返
還
時

の
原
状
回
復
と
補
償
義
務
に
つ
い
て
定
め
、
義
務

づ
け
て
い
る
。
地
位
協
定
四
条
の
改
訂
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

米
紙
意
見
広
告
運
動
記
者
会
見

大
分
県
湯
布
院
に
事
務
局
を
置
く
「
米
海
兵
隊

は
日
本
に
い
ら
な
い
」
米
紙
意
見
広
告
を
実
現
す

る
会
で
は
、
九
月
末
を
目
標
に
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ

ス
ト
か
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ス
に
一
ペ
ー
ジ

の
意
見
広
告
を
掲
載
す
る
こ
と
を
目
標
に
会
議

を
重
ね
て
準
備
し
て
き
た
が
、
七
月
二
十
八
日
に

沖
縄
で
記
者
会
見
を
開
き
、
今
年
の
意
見
広
告
運

動
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
湯
布
院
の
事
務
局
の
浦
田

さ
ん
や
熊
本
の
神
田
さ
ん
な
ど
も
参
加
し
て
、
沖

縄
県
民
へ
の
訴
え
と
同
時
に
全
国
に
向
け
て
運

動
へ
の
協
力
を
求
め
た
。
沖
縄
で
の
取
り
組
み
も

強
化
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
全
国
の
み
な
さ
ん

に
も
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

来
年
五
月
に
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
で
全
世
界

の
平
和
運
動
団
体
が
結
集
し
て
「
ハ
ー
グ
平
和
ア

ビ
ー
ル
一
九
九
九
」
が
開
催
さ
れ
る
。
そ
の
場
に

沖
縄
の
米
軍
基
地
問
題
を
提
起
し
、
沖
縄
の
反
基

地
運
動
や
平
和
運
動
を
世
界
中
の
平
和
団
体
に

知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
沖
縄
の
米
軍
基
地
の
撤
退

を
促
進
し
、
世
界
的
な
軍
縮
と
平
和
に
貢
献
す
る

た
め
に
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。
七
月
二
十
九

日
か
ら
八
月
三
日
の
日
程
で
ジ
ュ
ネ
ー
プ
に
本

部
を
置
く
国
際
的
な
市
民
運
動
団
体
で
あ
る
国

際
平
和
ビ
ュ
ー
ロ
ー

(
I
P
B
)
の
事
務
局
長
コ

リ
ン
・
ア
ー
チ
ャ
ー
氏
を
沖
縄
に
招
き
、
沖
縄
の

米
軍
基
地
の
実
態
を
知
ら
せ
、
海
上
ヘ
リ
基
地
建

設
問
題
な
ど
の
現
地
の
運
動
家
達
と
の
意
見
交

流
も
行
っ
た
。

I
P
B
は
、
ハ
ー
グ
平
和
ア
ピ
ー

ル
一
九
九
九
」
の
呼
び
か
け
団
体
で
コ
リ
ン
事
務

局
長
は
責
任
者
の
一
人
で
あ
り
、
コ
リ
ン
事
務
局

長
の
沖
縄
訪
問
の
も
う
―
つ
の
目
的
は
、
大
田
知

事
を
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
招
待
し
、
同
会
議
で
ス

ピ
ー
チ
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
田

知
事
と
の
会
見
は
、
八
月
三
日
に
行
わ
れ
、
大
田

知
事
も
正
式
な
招
待
を
受
け
て
検
討
す
る
こ
と

を
約
束
し
て
く
れ
た
。
沖
縄
県
が
平
和
の
願
い
を

込
め
て
建
設
し
た
「
平
和
の
礎
（
い
し
じ
）
」
の
ミ

ニ
チ
ュ
ア
展
示
や
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
た
沖
縄
基

地
問
題
の
紹
介
を
コ
リ
ン
事
務
局
長
は
要
請
し

こ。t
 八月
一
日
に
開
催
さ
れ
た
「
コ
リ
ン
氏
を
囲
む

集
い
」
に
は
、
八
オ
か
ら
七
十
オ
ま
で
幅
広
い
皆

さ
ん
が
個
人
の
意
思
で
参
加
し
た
。
私
は
、
こ
れ

ら
の
参
加
者
と
一
緒
に
沖
縄
か
ら
「
ハ
ー
グ
平
和

ア
ピ
ー
ル
一
九
九
九
」
へ
参
加
す
る
実
行
委
員
会

作
り
に
着
手
し
て
い
る
。
い
ず
れ
、
全
国
の
協
力

も
い
た
だ
き
た
い
。

と
思
い
ま
す
。
昨
年
も
賛
同
金
募
集
を
一
ヶ
月
延

長
し
て
目
標
額
ま
で
到
達
し
、
掲
載
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
十
月
い
っ
ぱ
い
ま

で
賛
同
金
募
集
を
受
け
付
け
、
掲
載
可
能
な
集
約

状
況
に
達
し
次
第
、
掲
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

【
事
務
局
よ
り
お
願
い
】

賛
同
カ
ン
パ
募
集
期
間
を
延
長
し
た
新
し
い

チ
ラ
シ
を
作
り
ま
し
た
の
で
、
チ
ラ
シ
の
預
か

り
、
配
布
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
賛
同
し
て
い

た
だ
け
そ
う
な
団
体
、
個
人
の
方
を
ご
紹
介
下
さ

い
o
e

メ
ー
ル
、
電
話
、

F
A
X
等
で
ご
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
、
事
務
局
よ
り
即
日
、
チ
ラ
シ
、
資
料
を

発
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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131自治体から生々
しい証言
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 •t· 

．
 米軍機低空飛行

全国自治体アンケー
●アンケート解説
●資料全回答・航路

地図·意見書•新聞記
事・参考資料 V漁

じたト

1996年から97年にかけて実施し

卜た全国389自治体へのアンケート
調査C 13 1の自治体から低空飛行

の目撃情報が寄せられました。マスコミ

でも大きく取り上げられたこの調査結果のす

べてをバンフレットにまとめました。アンケー

トの詳細な結果だけでなく、自治体から提供さ

れた飛行記録、目撃された飛行コースの図など、

貴重な一次資料滴載c 必携の資料集としてどう

ぞご活用ください。

カンパ●1部 1500円（会員もしくは会員団

体を通じてのご注文の場合は1200円C いず

れも送料別）。ご注文は編集部へ。
―̀  ~-
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集まか9●
胃戦争立法に反対する各地の声を国会へ！ ？ヵ、＇北，の卜＇
曇沖縄・全国から米軍基地をなくそう！ i tら合点加具：珂

：初に II 、発休ン掛
●菌1111,1会ては、 11i'ーり）粁ガイ！、ラインに限J<h’li,,I Iよ＝戟争協I) : 2l ぎの沿，i的 ・ 会

l｝、在｛1,＇墨 rlt態拮訂法’然、「1衛隊法改朽‘約{i'llII米物品役務相 Ir, : IIや集 hi r てfiに
叩 I’ 協定Iの成ヤかもくろまれています ：のか会院走 ’l:1iは
會こり）雪iもの戦'/l，＇「社を私たもの「・でつぷしましょうへ 9 ~ 2()、東以・ : ldでは ． き if令

t} 1，し公会‘:;rへ l 反対の市を今こそ、人きくあげましょう！ i行戸 r:h'占＇［西悶
---- - --------- ----―- ---------—ー＾ ：動＼ヽ人 、と反地

全国から新ガイドライン安保・ ：i:嘉ぎはょkり忍
有事立法に反対の声を！ 9・20行動且連'ctほ必開合g
*9Jl2()1 9, 9 9 1'1後 111、t"品公会‘店池袋9凍 11からはみ況 ；じ衣合か交絨食四り！
鯰後テモあり ：たと交汗行iけの r
＊如121111 II 1の 'F1iii'l1に1KI会行動を行います l i臀：x＇[n召門虐
↑lKlから集まって「frli，）：法に反対！ Jの出をltl会 ！ ；糾て形~ r, と／れ
に叩きつけよう！ ;r綱は以卜にお問い合わせくたさい l i含 h‘ 翡 且舟！：忍

：しすも 、ま糾ま
● t祁丸如；昴 r 代 llllく凸町 ~I -9 -18 和 1ピル IF ：て 織 大すみす

叫ヽ ’-',9―Jヽ7,1ね 11 11,111,勅叫ぶ '(l・9;273 99S9 F ¥¥ (l:9 1ど9111 1Sl ：参 り
`『ir91，を’r:,'J!するために` llJひか：t tt19[1となってくださる憫I、IHI¥,を紅心いま： 1Jl1 込 阪 っ新
I 111間 1̀ IHI9ども l21"nI'lでヤぜひ1岱りを＇ そして□1を＇ ：を み ＂＇ ＼、カ~
¥ It礼R I II、I'か 1"ll’9997 11万X !nl人名名”新ガイドライ／に1L対する 1/f/J : I な ぺ てイ

＜編集室から＞
●高校時代の友だちが作家デ

ビュ—して3年。作品が役所広司・

渡辺謙主演で映画化され、結

構メジャーになっている。酒、女、

株、競輪、麻雀、ヤクザがモチ

ーフのハードボイルド小説のとこ

ろどころに同級生にだけわかる

風景や主人公の心情などがで

てくる。今全国の書店に並んで

いる彼の本の中にようやく私の

名前が登場した。主人公の弟と

心中した主人公の妻名前口なっ

ていた。ウーン。 （や）

●この夏はなんだか必要以上に

ぐったりして過ごした。その余波

が冷めないのか、また日付より

相当おくれて発行ということにあ

いなってしまいました。お許しを。

（た）
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